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　――ドキ、ドキ、ドキ。

　胸の鼓動が、夜の廊下に響きそう。

　私の動揺そのままに、手にしている銀の盆の上でグラスに満たされた葡萄酒ワインの表面が揺らぐ。

　ここは、このナヴァラ王国の王族が住む大きなお城。細やかな刺繍が印象的な絨毯を敷きつめた廊下の一番奥が、私の目指す場所……そこは、ナヴァラ王国第一王子・アルフォンス王太子殿下の居室だ。

　王太子殿下は、現在の国王の身に何かあったときは王位を継ぐことになる高貴な方。本来なら、私みたいに身分の低い女が近づくことは許されない。

（でも……しょうがないよね……）

　私は心の中で溜息を漏らした。

　人には色々な事情がある。そして、色々な思惑も……そういうあれこれが重なって、私はこれから王太子殿下に近づいて色仕掛けをしなくてはならない。

（でも、やっぱりいやだなぁ。逃げちゃおうかなぁ……）

　物憂い気持ちは、人の歩みを鈍くする。見事な彫りが施された重厚な扉の前で、私は足を止めた。

（ここに入ったら、どうなるんだろう？）

　と、考えを巡らした。

　自分の身の危険か、それとも王位継承権を持つ王太子殿下の失脚か……後者を選ぼうとしている私は、愛国精神の欠片もない国民だ。私の父がもし隣にいたら激怒しそうな話だった。

　父は、この国の王に代々仕える騎士階級の出身で、今も辺境地域で活動している数十人の兵士をまとめる隊長の地位にいる。だから、自分の命や家族の身の危険よりも王太子殿下の名誉を優先するに違いない。

（どうしよう……行きたくないし、逃げたい！　でも……）

　そう悩んだけれど、いまここにいる理由を考えればそういうわけにもいかない。

　そのとき、女主人の恐ろしい笑みが脳裏に浮かんだ。

















１．女主人との出会いと王太子誘惑命令！












　私――ローラ・レヴェックは、ナヴァラ王国の騎士階級の家に生まれた。

　母が亡くなったのは私が十四歳のとき。騎士である父がレブール大公国に隣接する辺境地域を守る第七騎士団に駐留しており、他に身寄りのない私は行儀見習いのために近くの修道院に預けられた。

　十六歳になると、貴族の娘はほぼ全員が社交界にデビューする。騎士階級でも、王宮に仕える騎士の娘であれば踊りを習い、立ち居振る舞いを覚えて貴族の男性に見初められることもある。

　ただ……残念ながら、私はそういう華やかな世界から程遠い場所にいた。

　田舎の綺麗な空気の中で、シスターたちと野菜を作ったりミサの準備を手伝ったり、と日々あくせく働いているほうが、誰かの奥さんになるよりも合っている気がした。

　五年を過ぎる頃には、このまま一生修道院で暮らしていくのも悪くないと考え始めた。

　同じ時期に行儀見習いとして入った子たちは、ほとんど全員が親の決めた相手と結婚している。お金のためや家のために好きでもない人と一生を添い遂げるなんて、私には無理だと思ったから。

　だって、結婚っていうのは神聖なものだ。修道院では、ずっとそう教えられてきた。

　修道院のすぐ近くに、この地方で一番大きな教会がある。新婦のお手伝いが終わった後、私たちも最後列に座って新郎新婦を祝うことになる。

　鮮やかな色の薔薇窓から降りてくる神々しい光と、魂が揺さぶられるパイプオルガンの音色。

　その中で誓いの言葉を交わし、新郎は花嫁のヴェールを退けてキスをする。そんな愛と祝福に満ち溢れた様子を目の当たりにして、心ときめかない少女がいるだろうか？

　だから、私はその神聖な儀式セレモニーに憧れていた。だから、愛のない結婚をした友人から聞かされる現実にショックを受けた。

『結婚って、本当に好きな人とするべきじゃないの？　どうでもいい相手と結婚するなら、私はずっと一人でいい！』

　そう言い切る私を見て、友人たちは困ったように笑った。

　その信念は、数多の求婚者を断る言い訳になった。中には貴族もいたし、村で一番羽振りがいい商人もいた。でも、結婚を手段に地位を上げる気もなかったし、偽りの誓いを神様にすることは不道徳だと思ったからすべて断った。

　みんな『もったいない！』って言ったけど、父だけは私の気持ちを理解してくれた。

「ローラが望むなら、ずっと修道院にいてもいい。でも、いい人が見つかったら、そのときは真っ先に知らせてくれよ！」

　そう言ってくれた父のことが、私は大好きだった。










　――二十歳の誕生日を迎えてひと月経った頃届いた一通の手紙で、私は衝撃的な事実を知る。

　それは『父が倒れた』という、この上なく悪い知らせだった。修道院の院長から旅の資金を借り、乗り合い馬車で二日かけて、私は父がいる場所へ向かった。

「……すまないな。心配かけて」

　申し訳なさそうに笑う父の顔には血の気が失せていた。修道院に併設される『神の家』と呼ばれる治療院ホスピスで見る病人と同じような顔色に、私はショックを受けた。

　ただ幸いなことに、私が知る治療院よりも父は手厚い環境にいた。

　なぜなら、軍隊には急病人や負傷者の手当をするために医師が配属されている。しかも、その地方を治めるメディエ伯爵のご厚意で、広々として陽当たりもいい別宅を療養施設として使わせてもらっていた。

　治療や療養の面では安心したが、父の容態が悪いことには変わりはない。

　思い悩みながら廊下に出た私に、白髪の老人が話しかけてきた。

「レヴェック隊長のお嬢さん、初めまして。医師のモリディールです」

　その名を聞いて、私は頭を下げた。

「モリディール先生、はじめまして。お手紙、ありがとうございました……父がご迷惑をかけてしまっているようで……」

「まぁまぁ、長旅でお疲れでしょうから、そこに座って話しましょう」

「はい」

　廊下の奥にあるカウチに並んで腰を下ろすと、先生は話し始めた。

「私は嘘が嫌いなので率直に言いますけどね、隊長はそう長くないと思います。隣国でも、医者に見せるより葬儀の準備をしたほうが早いとか言われる、予後が悪い伝染病ですよ」

「えっ、そんな！」

　唐突に聞かされた父の病状は想像以上に悪くて、ショックのあまり視界が揺らいだ。父の存在だけが私の心の拠り所だったから……。

　私には、父以外の肉親はいない。祖父母は事故で亡くなり、母も肺病で天に召された。

　母を失った悲しみから立ち直れたのは、父がいたから。父のいる場所は遠く離れているが、定期的に手紙をくれたし、誕生日には欠かさず会いに来てプレゼントを渡してくれた。

　そう……二十歳の誕生日には、手紙さえなかった。忙しいだけかと思ったけれど、体調が悪かったなんて……。

「先生、どうにかできないでしょうか？　私にとって、父は唯一の身内なんです！」

　懇願する私に、先生は鷹揚に頷いた。

「気持ちはわかりますよ、お嬢さん。隊長もずっと、あなたのことを心配していたから。でも、貴族なら叶うことも、そうでない身分だとむずかしいこともあるもので……」

「えっ、どういうことですか……！　貴族なら、叶うんですか!?」

「あ、いや……あまり、詳しい話は聞かない方がいい。お嬢さんは無理をしちゃいかんから……」

　と、口ごもる先生を私は問いつめた。

「貴族なら……お金があるなら、父の病気は治るんですか!?　せめて、その方法だけでも教えてください！」

「うーん……」

　長い顎髭を引っ張りながら渋っていた先生も、何度も懇願を繰り返す私にようやく語り始めた。

「……昔、ある貴族が同じ伝染病に罹った。その人も、レブール大公国との領土争いでこの近辺に駐留して指揮をとっていたんだ。私の見立てではもう駄目じゃないかと思っていたが……なぜか、奇跡的に助かったんだ」

「え、どうやって!?」

「わからない。ただ、代々その家は薬草の知識に秀でていて……な。ナヴァラの王族が病気になったときは薬を処方する役割を担っていた」

「王族の……!?」

「私が匙を投げた後で、その家の者が薬を寄越してきた。それを飲むとほんの数日で病が癒えた……自分で馬に乗って王都に帰っていったよ。これまで何十年も医者を続けてきたが、そんな奇跡を見たのは、後にも先にもそのときだけだ」

　軍医としてたくさんの症例を見てきた先生が奇跡だと言うなら、その貴族が手を貸してくれたら父の命を助けられるはず……そう、私は確信した。

「その貴族ってどなたなんですか？　そのお薬はお願いすれば、いただけるんでしょうか!?　いまはありませんが、お金は一生をかけてもお支払いします！」

　藁にもすがる思いで、私は先生に尋ねた。

　父の病が癒えるなら、何でもできる。何十年、いや一生かかろうとも、そのお金を工面する覚悟があったから。

「いや、知らずにいた方がいい。運命というのは誰にでもあるし、娘が不幸になってまで生き延びたい父親はどこにもいやしないし……」

「え……それ、どういうことですか？」

「……悪い噂しか聞かないからだ。あの家は呪われている。特に今の主はな……」

　渋る先生に何度もねだり、その貴族の名を教えてもらった。










　――ブロア侯爵家……それが、薬学を巧みに操る貴族だ、とモリディール先生から聞いた。

　現在の主であるシャルル・ド・ブロア氏に直談判するため、私はその日のうちに王都へ向かう乗り合い馬車に乗った。

　隣の乗客と肩がぶつかる狭い車内で、窓の外に移りゆく風景を眺めながら私は泣いていた。父の病状が思っていたよりも深刻なことがあまりに気がかりで……病床にいた父は、やつれていて一年前に見た姿よりも年老いて見えたから。

（でも……私が泣いても、お父さんは元気にならないわ！）

　荷物の中からハンカチを取り出して、すぐに涙を拭った。

（しっかりしなきゃダメ！　泣いていても、何も始まらないわ！）

　自分自身を叱咤しながら、顔を上げると遥か向こうに大きな城が見えた。

　青空に映える塔が幾重にも連なる白亜の城は、周りの緑や赤煉瓦の建物を見下ろす壮大で華麗なものだった。現在の国王であるアンリ一世陛下の肖像画と王宮の外観を描いた絵は、宗教的な建物にはどこにでも掛けられている。

　一度も行ったことがない王都も、絵で見て知っているからか懐かしい景色に思えた。










　異国の商人たちが行き交う中心地で馬車を降り、目的の場所に辿り着くまでに何度も道を尋ねた。

　王都の郊外の小高い丘にある大きな屋敷――それが、ブロア侯爵邸だった。王宮の壮麗さには敵わないにしても、それまで歩いてきた中で一番の豪邸だった。それもそのはず。モリディール先生からは、数百年続く貴族の家柄で今の王族とも緊密なつながりがある、と聞いている。

　そんな大貴族のもとに約束もなしに訪問するなんて正気の沙汰じゃない。でも、さほど裕福でもなく親族もいない私は、頼る人もない。非常識でも、自分で努力するより他に方法がなかった。

「お前のような得体の知れない娘に、侯爵様がお会いになるわけないだろう？　さっさと帰れ！」

　案の定、門番から冷たくあしらわれて、心が折れそうになる。

「そんな……お願いですから、ほんの少しだけでもお願いします！　一日でも早くお薬をいただかなくては、私の父の命が……」

「毎日、どれだけの乞食がここに来ると思っている？　そんな者どもを全員通していたら、侯爵様のお仕事に支障がでるだろうが!?」

　たしかに、門番が言うこともわからないわけじゃない。ブロア侯爵ほどの大貴族ならばやらねばならないことも多いだろう。

　そんな相手が、私のような貧乏人を相手にするわけがないのに……自分の服に視線を落とすと、思わず泣きそうになった。

　修道院を出てからここに来るまで四日。その間、着替える時間もなく同じドレスを着続けている。継ぎ接ぎをした水色のドレスが、何日も着ているから土埃で汚れていた。

　でも、自分がどんなに惨めでも何度もお願いすればどうにかなるかもしれない。そして、会うことが叶えば、父のために薬を作ってくれると信じたかった。

「でも……！　どうか、お願いしますっ！」

　門番の心を動かそうと悲痛な声をあげたところに、彼方から馬の蹄の音がした。

（誰か、お屋敷から出てくるのかしら……？）

　石畳を馬車が進む車輪の音も、はっきりと聞こえてきた。

「おい、娘。さっさと帰れ！　邪魔だぞ！」

　門番に怒鳴られても、今は滅多にないチャンス――だって、このお屋敷から出てくる人なら、侯爵に口添えしてくれるかもしれない。事情を聞けば、十人のうちに一人くらいは慈悲深い方がいるかもしれない！

　そのために、瞬時に策を考えた。

「わかりました……お仕事の邪魔をしてごめんなさい……」

「わかればいい。もう二度と来るなよ！」

　しおらしい様子で、門番に背を向けた。

　王都の中心地から続く道には、両側に大きな木が連なっている。その一本に身を隠して、私は様子を窺った。

　門番は私が消えたことを確認すると、小走りに屋敷の大きな門を開けに行った。

　――程なく、屋敷の内側から馬車が出てきた。高貴な人々が乗るのにふさわしい、細やかな装飾をふんだんに使った豪奢なものだった。

　その馬車の前に、私は駆け出して行った。

「……お願いします！　侯爵様!!」

「あっ、お前まだいたのか！」

「私の父は病に倒れました！　あなたの調合する薬がないと死んでしまいます!!」

「危ないッ！」

　加速し始めていた馬車だが、轢かれる直前で止まってくれた。

　馬の嘶きが、辺りにこだまする。ちょっとでも御者の腕が悪かったら、私はそのまま死んでいたかもしれない。

「何事だ……？」

　半分ほど開いた馬車の窓から、不愉快そうな男性の声が聞こえた。

「失礼いたしました、侯爵様！　すぐに、この娘を反逆罪で訴える手筈を整えます！」

　土埃にむせた私は、門番と奥から出てきた大柄な衛兵に羽交い締めにされた。

「反逆罪……っ!?」

「当たり前だろう？　お前は、ナディアの法律を知らんのか!?　平民が貴族の道を塞いだら、首を刎ねられるのが三百年前から決まりごとだ！」

「首を刎ねる……!?　い、やっ……そんなぁ！」

　屈強な男に野良猫みたいに捕獲されて、足をバタつかせる私の耳に冷やかな声が聞こえた。

「つくづく、人騒がせな娘だな。どんな顔をしているのか見てやろうではないか」

　馬車の窓がゆっくりと降り、中にいた男性が顔を覗かせる。

　氷のようなアイスブルーの瞳。整った顔立ちだが、人の優しさや温かみは僅かばかりもなさそうだ。私を値踏みするような視線に、思わずゾッとした。

（……なんて、恐ろしい人なんだろう？）

　薬ばかりか、猛毒も自在に操る一族の末裔。恐ろしいのも、当然だった。

　十代のうちに薬学で有名なマレジナ王国に留学するのが、ブロア侯爵家の当主の条件だという。毒も作ることができるブロア侯爵を国王が側近として重視するのは、マレジナからの薬草輸入のルートが侯爵の個人的な伝手つてに限られていることにある。

　この五十年で二度の領土争いをしているマレジナとは国交断絶しており、国境線にあるヴァルナ山脈という自然の砦を挟んで、いまも両国が睨み合いを続けている状態だ。

　だから、薬学を修めるためにナヴァラ人が留学を望んだとしても許されない――たった一人、ブロア侯爵家の跡取りを除いては。三代前のブロア侯爵夫人が、マレジナ王国の王女だったという遠縁関係から特別扱いをされている。

　そんな王族さえも持たない特権がある相手に凝視され、私は懇願の言葉さえも忘れていた。

「ふむ……その娘、なかなか見ない上玉ではないか。金髪碧眼とは、このナヴァラでは珍しい。処分については検討の余地があるぞ」

　それを聞いた門番と衛兵は、顔を見合わせている。

「……侯爵様、ではこの娘は……」

「侍女に命じて、身支度をさせろ」

「失礼ですが、身支度と言いますと……？　娼館にでも、お売りになるおつもりですか？」

「娼館？　王宮に連れてこい。ただな、そんな埃にまみれた格好では私の顔が潰れる。せめて、使用人に見えるレベルに磨いておけ」

　そう言われて、私は思わず目をぱちくりさせる。

（えっ……これって、どういう展開!?　ブロア侯爵がなぜ私を王宮に……!?）

　呆然としている私は、大男からようやく解放された。

「湯浴みをさせて、服は母上のクローゼットから選ばせろ。シンプルで清楚に見えるものを、な」

　侯爵は感情のない声で言うと、ぴしゃりと窓を閉ざした。それを合図に馬車は動き出して、なだらかな丘を下って行った。

（これは、助かったの……？　それとも、反逆罪の執行が先延ばしになっただけ？）

　呆然とする私を、さっきまで私を捕獲していた衛兵はつまらなそうな顔をして、屋敷の中に入るように促した。

「旦那様の気が知れないな。こんな小汚い娘を王宮に連れて行くだなんて」

　ブツブツ文句を言った後で、門番は下卑た笑いを浮かべた。

「まぁ、とりあえず命が助かって良かったな。せいぜい侯爵様に取り入って、妾の一人にでもしてもらえよ」

　衛兵と門番のいやらしい笑い声に震えながらも、私は当初の目的――ブロア侯爵に直接会うことが叶ったことを、心から神様に感謝していた。










「ふぅん、なかなか綺麗な子じゃないの？」

　初対面の王女様は、私を見てそう言った。

　こんな美女に出会うのも褒められるのも初めてで、妙な緊張を強いられていた私の頬はさっきよりも熱くなった。

（すごく、美しい人だわ……）

　私は素直にそう思った。

　年齢は、私より五つくらい上だろうか――高く結い上げた黒髪に、きらめく緑の瞳は宝石のよう。ほっそりとした首筋と豊かな胸元を強調する深紅のドレスは、所々にあしらわれた黒のレースがエレガントで、優美な見た目をさらに際立たせている。

　隣にいるブロア侯爵が彼女に向ける熱い眼差しにも驚かされた。私には冷ややかな侯爵が、まるで別人のようだ。

「たしかに道で拾ってきたにしては……しかし、イヴォンヌ様の前では完全に色褪せて見えてしまいます」

「あら、シャルルってば！　褒め言葉は、二人だけのときにしてちょうだいな」

　上機嫌でホホホと笑って、扇で口元を隠した彼女――ナヴァラ王国の第一王女・イヴォンヌ姫は華やかな声で侯爵をたしなめた。

（侯爵と王女様は、もしかして恋人同士なのかしら……？）

　二人の間には、他人同士とは思えないほどの親密さを感じる。

　ずっと修道院にいたから、恋を知らない私。そんな私から見ても、二人の間に流れる空気感は何の関係もない男女のものとは思えなかった。

（……それはそれとして……私、これからどうなるの？）

　二人の関係を勘繰るよりも、まずは自分の心配が先だ。

　貴族に対する不敬罪で投獄されるかと思ったら、ブロア侯爵に目を留めてもらって命ばかりは救われた。半強制的に湯浴みをさせられ、亡き侯爵夫人のものだというドレスを着せられた。王女様ほどじゃないけれど髪も結ってもらい、王宮にいてもおかしくないような見た目に引き上がった。

　父を助けるために、薬がほしい――そのために侯爵に直談判に行ったのに、こんな風に王女様に品定めされる状況の意味がわからなかった。

「……で、この娘はどこの出身なの？　また、どこかの娼館から連れてきたんじゃないでしょうね？」

「探す手間さえかかりませんでしたよ。父親を助けるために薬がほしいとかで、我が屋敷に直訴にきたのを連れてきたのです」

「あら。それならちょうどいいわね」

　と、私には理解しかねる会話の後で、扇を閉じた王女様は魅惑的な微笑を浮かべた。

「そこの娘、名前は？」

「……ローラ・レヴェックと申します」

「ローラ、お前を今日から私の侍女にするわ。私の言う通りにすれば、お前が求めているものを全部あげてもいい」

「え……！　父の命を助けてくれるのですね!?」

「私を誰だと思っているの？　私が命じれば、シャルルはどんな薬でも用意するわ。それこそ、性別を変えるような薬でもね」

「王女様、ありがとうございます……！」

　と、私は深く頭を垂れた。

　このときの私は、王女様をとても優しい方だと思っていた。侍女として満足が行くような働きを見せれば、ブロア侯爵に薬を処方してもらえる。反逆罪での処刑は免れたわけだし、父の命が助かる可能性が残されたことに感謝した。

　……でも、このときに確認しておけばよかった。出自が不確かな私をなぜ、ブロア侯爵と王女様の二人が引き立ててくださったのか。

　後日、私は高い代償を払うことになる――。










　――最初の三日間は、すっかり有頂天になっていた。

　修道院で暮らしていた私にとって、貴族がたくさん集まる華やかなパーティーや儀式を覗き見るのは刺激的で、王宮に勤められるうれしさが不安に勝った。王女様の身の回りの世話をする他の侍女たちは美しくて優しい人ばかりで、快適に過ごすことができていた。

　ある日、王女様の第二侍女であるアンヌと食料庫で二人になる機会があった。彼女は私に尋ねてきた。

「あなた、王女様のことを知ってここに来たの？」

「……え？」

「王女様が雇う第三侍女は、貧しくて身よりのない子ばかりなのよ。どうしてだかわかる？」

　声をひそめて聞いてくるところから、悪い予感しかしない。

「わかりません……なぜですか？」

「……それはね、ここだけの話だけどね。王女様とブロア侯爵は、良からぬことを企んでいるのよ」

「良からぬこと？」

　興味を示すと、アンヌは秘密を漏らしたくてうずうずしていたのか、目をキラキラさせて教えてくれた。

「あなた、アルフォンス王子をご存じ？　イヴォンヌ様の腹違いの弟君で、とっても素敵な方なんだけど……」

「ああ……！　何年か前に、王家に迎え入れられた……」

「そうよ。ナヴァラだけじゃなくて、この世界中で一番美形って言われているプリンスよ！」

　アンヌの熱の入りように、私はやや引き気味になった。

　たしかに、ナヴァラ王国の第一王子であるアルフォンス・ド・モンフォール王太子殿下は民衆に絶大なる人気を誇る人物だ。王宮に勤めて数日の私だが、前々からお名前や王室に入ることになった経緯くらいは耳にしている。

　アルフォンス王子は、イヴォンヌ姫の異母弟――母親は宮廷の下働きをする使用人で、平民だった。

　刺客の魔の手を逃れ、母の田舎で生まれ育った彼は、少年時代から剣の達人として名を馳せ、各地の争乱に派遣される義勇軍に志願して、最前線で戦い続けた。その活躍により、国王から勲章を得る機会があったが、自分の素性を知られることを恐れて式典の前日に彼は姿をくらました。

　それを不審に思った国王陛下は、内偵に若い兵士の素性を探らせた。愛人だった女性の出身地で義勇軍に登録したこと、年齢や見た目の特徴が一致することから、彼が自分の子であるという真実が判明した。

　かくして、『義勇軍の若き英雄』と呼ばれた彼は、王太子として王室に迎え入れられることになった。

　平民として生活していたことや争乱時の武勇から、生粋の貴族や王族よりも平民たちに人気があるのは、十分頷ける話である。

「目立つことも人気があることも考え物よね……王女様はね、あの人のこと気に入らないのよ」

　再び声をひそめて、アンヌは私に耳打ちした。

「えっ、なぜです？　家族なのに……」

「ナヴァラの王位継承権は男子が優先。妾の子だとしてもアルフォンス様が王位継承権第一位なの。プライドの高い王女様が黙っているわけないわ」

「……でも、それと王女様の第三侍女の身分となんの関係が……？」

　そんな私の疑問に、先輩は一段と声を潜めて教えてくれる。

「イヴォンヌ様は、身分が低い愛人の子が次期国王になるのは許せない。だから、身よりのない侍女を使って王太子殿下の暗殺を企んでいるのよ」

「あ……暗殺ッ!?」

「し～っ！　声が大きいわ！」

　不穏な単語にびっくりして大声を上げた私の口元を、先輩は慌ててふさいだ。

「想像だけで言っているわけじゃないわ。この前、あなたと同じ年頃の第三侍女が王太子殿下に近づこうとしたけど失敗したの。それで、その後どうなったと思う？」

「……」

　コルセットで締め上げた背中に、冷たい汗が流れる。

「アルフォンス様は優しい人だから、侍女の振る舞いを許したわ。だって、ご自身もずっと平民として生きてきたし、貧しい者が生活の糧のためにやることを咎めることはできなかったのよ。でも、王女様は……」

　恐ろしいものを思い出すように、先輩は身震いした。

　その尋常じゃない様子に、危機感を覚える。

「えっ、いったいどうなったんですか？」

「王都から永久追放。そして、その日の晩に彼女は亡くなったわ」

「亡くなった……!?」

「……たぶん、殺されたんじゃないかしら？　聞いたところによると、眠るように死んでいたらしいけど、何一つ証拠がなかったらしいわ」

　何も証拠がない殺人……そう聞いて、真っ先に思い出すのはブロア侯爵の存在だ。

　王女様は、言ったはず。彼は自分のためなら、どんな薬でも作る、と――それは、病を治すための薬だけではない。誰かを暗殺する薬も作るということか。

　ブロア侯爵の噂を知る私は、アンヌの作り話でも妄想でもないと思った。

（とんでもないところに来ちゃったわ……！）

　前の第三侍女と同じことをさせようとしているなら、私は任務に失敗すれば殺されることになる。

「……きっと、次はあなたの番よ。私は貴族の出だし、両親も王都にいるわ。後見人もいるから、王女様も軽々しく変な命令はしてこない。でも、あなたの場合は……」

　アンヌの言葉に、私はガクガクと震えた。

　身よりがない侍女……『暗殺者』という名の捨て駒にするには、ちょうどいい。

　二人が都合のいい誰かを探していたとき、私がたまたまブロア侯爵邸に行った。だから、侯爵は私に身支度をさせてここに連れてきた！

　そうとわかっても、私を助けてくれる人は誰一人いない。悩んだところで、父の薬を貰うためには私に拒否権は残されていない……。

「ねぇ、ローラ。悪いこと言わないから、早く逃げた方がいいわよ。お金は大事だと思うけど、命よりお金が大事だってことはないわけだし」

　恐れおののく私を憐れむように、アンヌは目を眇めた。






　――その時、食料庫のドアが開いた。重い木の扉の向こうから、第一侍女のマルモン夫人が私たちを睨んだ。

「ちょっと！　あなたたちそこで何やってるの？」

　鋭い声で咎められて、私たちは王女様にお出しする茶菓子の箱を持ったままで固まった。

「なかなか帰ってこないと思ったら、何時間かけて用意をしているのよ！」

「申し訳ございません！」

　深々と頭を下げる私たちに、夫人は呆れたように溜息をついた。

　そして、私に向かってこう言った。

「ローラ、さっきからイヴォンヌ様が探していらっしゃるわよ。ここはもういいから、さっさとお部屋に向かいなさい」

「は、はい！」

　マルモン夫人の鋭い眼光に促されて、私は小走りに食料庫を出て行った。

　そして……王女様から、ある命令を受けることになった。










　私が王女様から命じられたこと――それは、思っていたような暗殺ではなく、『王太子殿下を誘惑すること』だった！

「心配することはない。これを飲んでも死にはしない……ただ、お前が必要以上に魅力的に見えるだけだ」

　そう侯爵に言われたが、何のことかわからずに首を傾げた。

「これは、毒……ではないのですね？」

　私の疑問に、王女様は真っ赤な唇を吊り上げて笑った。

「あら、毒のほうが良かったかしら？　毎回、同じ手だとつまらないと思って」

「王女様！」

「あら、シャルル。いいじゃない、この子が知ったところでどうにもできないわよ」

　王女様は、持っていた扇を手で弄びながら微笑んだ。

「あなたは葡萄酒を運んで、アルフォンスに飲ませればいいだけ。なるべく胸元が見えるようなドレスにしなさいね。あの堅物男は、媚薬を飲んだところでなかなかなびかないわ」

　楽しそうな声音と反比例するように、私の目の前は真っ暗になった。

「もし、アルフォンスがなびかなかったら、演技をしてもいいわよ」

「演技？」

「お前が、アルフォンスに襲われたって証言をするのよ。私はそのことを、国王陛下と女王陛下に涙ながらに訴えてやるわ。可愛い侍女が王子に辱めを受けたって」

「ええっ！」

　頭が混乱してきた。

（そんなことのために、連れてこられたの……!?）

　あまりに不道徳な指令に、頭がぼんやりとしてきた。

　媚薬にどんな効果があるものか、無知な私でも知っている。貴族の間では高額で取引がされていると噂に聞いていた。快楽のために金を惜しまない人種はたくさんいる。

　じわじわと実感する計画の悍ましさに、私は吐き気がした。

　剣の達人であり、平民出身ということもあり民衆に人気が高い王太子殿下が、自分の姉の侍女を襲ったとあればスキャンダルになる。すぐに王位継承権を剥奪するようなことにはならないが、印象が悪くなるに決まっている。

　王女様にとって、アルフォンス様はこの上なく邪魔だ。存在そのものを排除できなかったとしても、次期国王として確立していくイメージを低下させられるなら嘘でもなんでもつくだろう。

「まずは、この娘のお手並み拝見ですね」

「そうね、シャルル。成功するか失敗するか、賭けでもしましょうか？」

　と、楽しそうに語り合う二人にゾッとした。







＊　＊　＊








　――部屋の前で思い悩んで、どれほどの時間が経っただろう？

　王女様や侯爵の命令に刃向かえば、父の命はおろか私の命も危うい。手にしている葡萄酒を王太子殿下にお渡しするのは気が引けるが、このまま何もせずに帰るという選択肢は与えられていないのだ。

　意を決した私は、扉を軽くノックした。

「誰だ？」

　ドアの向こうから、いらえがあってドキッとする。

　私の声さえ気づかないほどに熟睡していてくれたら良かったのに……そう思ったが、ここで逃げ出すわけにもいかない。

「あ、あのぉ……就寝前のお飲物をお持ちしました」

「頼んだ覚えはないが」

「わっ、失礼いたしました！」

　半ばホッとして踝を反そうとした私を、男の声が呼び止める。

「待て！　さっさと入れ」

　……そう言われたら、もう引き返すことはできない。意を決して、恐る恐るドアを開けた。

　シャンデリアの火影が照らし出すのは、広々とした執務室。奥にある窓のそばには、彫りが施された大きな机があり、そこに座っているのは若い男性だ。

　――長い黒髪、日に焼けた健康的な肌。涼しそうな切れ長の瞳は書類の上の文字を追っていて、彼の視線が動くたびに、長い睫が落とす翳りが高い鼻梁の横で微かに揺れる。

　文句のつけどころがない整った顔立ちだ。しっかりとした首筋や肩幅の広さがあるから、顔が綺麗でも女性的なイメージはない。

（アルフォンス様……なんて、素敵なの？）

　自分の立場を忘れて、私は彼に見惚れていた。

　立ち竦む私を見もせずに、彼は平然と言い放った。

「そこのテーブルに置いておけ」

　そう命じられても、なぜか視線が外せなくて……彼の姿と声音に囚われたかのように、身動きさえできない自分がいる。

　盆をテーブルに置けば……そのままこの場を立ち去れば、後で彼は侯爵の作った媚薬入りの葡萄酒を飲むかもしれない。

　そうしたら、その後に私以外の侍女がもしこの部屋を訪れたら……？

　私の主は、王女様だ。彼女に命令されたことを忠実に実行するのが、私の役目のはず。王太子殿下の評判や、私以外の女性の貞操の危機を心配するなんて、何一つする必要がないことだ。

　ぼんやりと突っ立っている私は、彼にとってどんなに奇異に映ることか――。

「……どうした、見慣れない顔だな。新入りか？」

　私を怪訝そうに見ると、彼はゆっくりと書き物机から立ち上がった。

　見上げるほどに、背が高い。若い男の人を初めて見たわけじゃないのに、先程にも増して、心臓が走り出すようにドキドキを繰り返す。

「顔が赤いぞ」

「……！」

　間近に綺麗な顔が近づいてきて、見下ろされる。

　盆を落としそうになるほどに、動揺が深まっていった。

「す、すみません！」

「……何か良からぬことを企んでいて、気が咎めているとか？」

　アルフォンス様は、私をじっくり観察しながら笑った。

（も、もしかしてバレてる？）

　たらりと、背筋に冷や汗が流れる。

　ここで私が失敗したら、彼に殺されるか、戻ってから王女様に殺されるか……いずれにしても私は殺されるんだ。そうしたら、父もブロア侯爵の薬を手に入れることはできない。先生が言ったように、近いうちに病気で死ぬことになるだろう。

（……絶望的だわ！）自分の命や父の命もそうだが、自分の与えられた役割もなんだか悲しい。

『王太子殿下を誘惑する』――そのミッションを果たすために、わざと胸元を強調するような装いをさせられている。色は他の侍女が着るものと同じだけど、コルセットで必要以上に腰を締め上げていて、白くて豊かな両胸が今にもこぼれそうだ。

　それが今更恥ずかしくて、私は思わず身を縮めた。

　固まったままの私の顎を、王太子殿下はクイッと持ち上げる。

（ち、近いっ！）

　慌てる私を観察する、美しい緑色の瞳――。

　ふと、亡くなった母が、よく言っていたことを思い出す。

『ローラ。澄んだ目をした人には悪い人はいないのよ。若い頃ね、お母さんには何人か好いてくれる人がいたけど、お父さんの目が綺麗で……それで、お父さんと一緒になるって決めたのよ』

　人の心は、目に表れるという。他人を陥れようとしている人の目は、知らぬ間に澱んでしまうのだ。

　王女様と目の前にいる彼の瞳の輝きは、同じ色味でもまったく違う。同じ支配階級に属しているのに、不思議に思うほどに。

　隙を突いて、彼は私の手首を掴んできた。
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　手にしていた銀の盆とその上に載っていた葡萄酒のグラスが、その拍子に傾いで床にこぼれていく。

「あ……ッ！」

　細かな刺繍が施された絨毯の上に、葡萄酒が作るどす黒いしみが広がる。ブロア侯爵が処方した媚薬は瞬く間に消えて行く。

（よかった……）

　私は、思わずホッとした。誰かを騙したり薬を盛ったりするなんて、やっていいことじゃない。

　だって、彼の瞳は美しい。お父さんの命がかかっているとしても、人の道を外れるようなことが正当化できるわけがない。

　そんな私をじっと見て、王太子殿下は片眉を上げた。

「おかしな娘だな」

「えっ？」

「お前も、姉の命令を受けてやってきた刺客ではないのか？」

「……！」

「この前も夜中に見知らぬ娘が、こんな風に葡萄酒を持ってやってきたぞ。『お前が毒見をしてみろ』と言ったら、青くなって誰に指図されたか教えてくれたが、な」

　アンヌが言っていたことは、本当だったんだ……。

　似たような手段を二回使うなんて、正気の沙汰とは思えない。

　アルフォンス様だって、そこまで愚かじゃない。身の回りの陰謀は察しているだろうし、王女様たちだって失敗するって予測できるはずだ。

『王女様は怖い人よ。目的のためには手段を選ばないんだから』

　アンヌの言葉を、ふと思い出した。

　成功するのは奇跡的な確率で、そもそも捨て駒として私はここに寄越されたってこと……？

「この前の娘は、姉の悪事を洗いざらいしゃべってくれた礼として、そのまま帰してやったぞ。だが、どうやら姉の手の者に殺されたようだな……残念なことだ」

　眇められた彼の瞳に、憐憫の光が宿る。

「お前を姉のもとに帰すのは、たやすいことだ。だが……間違いなく、そうしたらお前の命はない。まぁ、王族の命を殺めようしたわけだから、反逆罪でも一番重い罪に問われるだろうな。公開処刑が妥当なところか……」

「反逆罪……！」

『誘惑しようとしただけ』と言っても、信じてはもらえないだろう。

　私は、どうすればいいのか考えあぐねた。

「……とは言っても、お前にも色々と事情がありそうだな」

「あっ！」

　腕を掴まれ、ぐいっと引き寄せられて、唇が触れそうな距離で見つめられる。

　――ドキッ！

　胸の高鳴りが激しくなった。自分の命さえ危ぶまれる状況で、こんな風に体が熱くなるのはなぜ……？

　さっきに比べて温度が上がったように見える王太子殿下の眼差しに、私のドキドキは加速するばかりだ。

「ここは一つ、契約をしないか？」

「……け、契約？」

「お前が前の侍女と同じような身の上だと仮定しよう。お前がこのまま戻ったら、姉上はお前を殺すかもしれない。だが、もしお前が俺と恋人……いや、俺の妻になったとしたらどうなる？」

「つ、妻……!?」

　あまりの急展開に、私は目をぱちくりさせた。

　誘惑するよう命じられたものの、恋人やら妻になるとかそんな仰々しい命令は受けていない。だから、彼が発した言葉の前後の脈絡が理解できなかった。

「お前はひとまずは、命を保証される。俺にも、もちろんメリットはある……直接的な意味でも、間接的なことも、な」

　アルフォンス様にとってのメリットは、なんだか分からない。だけど、その契約をすれば私はこの『誘惑』が失敗したとは思われない。むしろ成功するわけだから、王女様からのお咎めなしだし、父を助ける望みも残されることになる。

「な、なぜ……そんなことまで!?」

　私が問うと、彼は不敵に笑って即座に私の唇を奪った。

「……っ！」

　自分が今、なにをされているか一瞬わからなかった。

　頭の中が真っ白になって、次の瞬間、全身が蕩けそうに熱くなる。

（わぁ……っ！　い、いきなりキス!?）

　会うのが初めての相手とこんなことをするなんて、誰が予測するだろう？

　もちろん『誘惑』の意味は、何となくわかっているけど……王女様の命令がそういうことだったとしても男性と触れ合ったことのない私には衝撃的だった。

　……それは恋人同士がするようなものじゃない。甘さの欠片もない、激しいものだ。

　王太子殿下の舌先が私の口元をこじ開けて、驚きで縮こまっている舌に執拗に絡みついてくる。

「ん、んっ……！」

　私のすべてを吸い尽くすかのような強引さ。まるで『これ以上の質問を許さない』とでもいうように熱くて激しいものだった。

　長い口づけが終わる頃には、力が抜けてぐったりしていた。

　腕の中の私に、彼は艶のある低い声で囁く。

「明日、お前との婚礼の日程を決めよう。姉上には、お前から伝えるがいい」

















２．契約結婚の甘い夜












　――王太子殿下の思いつきで、なぜか私は王室に輿入れすることになった。

　もちろん、反対が出ないわけがない。次期ナディア国王の地位が約束された人物が、素性が不確かな娘を正妻に迎えるなんて！

　関係国の王族の子女を正妻に迎え、自由恋愛で何人か妾を作る。それが、王位継承権を持つ王族の義務だ。妾に男子が生まれれば宮廷内の地位が上がったり、爵位を得られたりすることもあるが、正妻の座は正妻のものだ。そうしておけば、関係国との国交に支障もないし、跡継ぎ問題も解決することができる。

　そんな政治的な思惑にもかかわらず、アルフォンス様の決断は身勝手すぎた。前代未聞の出来事に、何度も王族会議が招集されて、私の身分や素性が槍玉にあがった。

　……だが、私がアルフォンス様と結婚するのに賛成する大貴族が、その危機を救う。

『お前が王太子の后に選ばれるなんて信じられんが、イヴォンヌ様のためを思えば都合がいい。支度はすべて整えてやるから安心しろ』

　そんなことを言い出すのは、ブロア侯爵に他ならない。

　屋敷の門の前で拾った貧乏娘が、王太子に気に入られて妃になろうとしている。野心家の侯爵は後見人として私の身分を保証してくれた。ブロア侯爵家の遠縁であるモンタギュー伯爵家の養女としてくれる手筈を整えるのも、驚くほどに迅速だった。






「ローラ、よくやったわ！」

　これから観劇に行く王女様は、駝鳥の羽がついた帽子と毛皮があしらわれたコートを着ている。その姿は、まるで神話に出てくる女神のよう。

　もちろん、王女様も私とアルフォンス様の婚姻を喜んでくれている。

「周りの反対を押し切って結婚しようとするなんて、気に入られた証拠ね。どんな美しい姫にもこれまでなびかなかったアルフォンスが！」

「そうでしょうか……」

　王女様の興奮とは対照的に、私は冷静だった。

　王太子殿下は、騎士として長年生きてきた。女性関係がだらしない貴族が多い中で、清廉潔白だと思われるのも当然の話で……でも、『本当に好きな相手と結婚したい』というふつうの感覚で生きてきただけかもしれない。

（なのに……私を守るためだけにこんなことを……）

　罪悪感を覚えずにはいられなかった。

　そんなことは、王女様たちにとってはおかまいなしらしい。

「私たちとしても都合がいいわ。目的を果たす機会も増えるしね」

　王女様は傍らにいた侯爵に

「シャルルの媚薬の効果ったらすごいわね。美しいだけが取り柄の田舎娘が、アルフォンスを陥落させるなんて！」

　意味深な笑みを浮かべる王女に、傍らにいたブロア侯爵はたしなめるような視線を送った。

「お言葉ですが、王女様。この娘、もしや、まだ生娘なのでは……？」

（す、鋭い……！）

　私は曖昧な笑みを浮かべながら、二人の視線をかわした。

「……あら、そうだったの？　あの子は、意外と古風なのね。では、記念すべき夜のためにもっと効き目が強い媚薬を用意してあげないと」

「かしこまりました。すぐに準備いたします」

「そろそろ時間だわ……シャルル、行きましょう」

「御意」

　ブロア侯爵にエスコートされて、部屋から出て行く王女様を私はぼんやりと見送った。

　前に王太子暗殺に失敗した侍女と違って、私は辛うじてアルフォンス様の配慮によって生き延びることはできそうだ。

　王女様は、私の運命を握っている。私ばかりではなく、父の運命も……。

　その危機感は、いつも私の心に重苦しい影を落としていた。










　――婚礼の日がやってきた。

　準備期間は短く、ブロア侯爵家の侍女と王女様の侍女たちは慌ただしい数日を過ごした。

　限られた期間ではゼロから衣装を仕立てることは不可能で、ブロア侯爵の母上が使った婚礼衣装を仕立て直して、私は王太子殿下との結婚の儀式に臨んだ。

　田舎の教会の倍はありそうな大聖堂。その神聖な空間には、嘘が溢れていた。

　王太子殿下と私の愛の言葉も、触れるだけの誓いのキスも嘘――すべてが、ただのまやかしだ。まるで舞台役者か道化になったような感覚があった。

　私はどうなっても構わない。唯一の気がかりは、遠く離れた地で闘病を続けている父のことだ。病気で寝込んでいる父の病状を知る術はない。

　――一週間前、父に手紙を書いた。王女様の侍女になったことや、新たな居場所について知らせる内容だが、まだ返事はない。

　辺境地域と王都の間には、途中に悪路もある。天候によっては、文の往復で二週間かかるときもあるから、返事が遅くても心配することはない。

　でも、もしできることなら、父に花嫁姿を見せたかった。たとえ嘘の結婚であっても、私にとって父は唯一の肉親だし、ずっと私が誰かと結ばれるのを楽しみにしてくれていた。

　ただ実際は、そんな悠長なことを言っていられるわけがない。

　ブロア侯爵の助力がなければ、二度と父の顔を見られないかもしれないのだ……。

「ローラ・ド・モンタギュー。あなたは、ナヴァラ王国第一王子・アルフォンス・ド・モンフォールに永遠の愛を誓いますか？」

　そう問われて、瞬時に言葉に詰まった。神の御前で、嘘の誓いをたてることにためらいがあったからだ。

（……お父さんを助けるためなら、何でもできるわ……！）

　もし、それが罪だとしても、父さえ助かれば私の処遇についてはどうなっても後悔はない。

「……はい、誓います」

　その答えと同時に、私はアルフォンス様に手を取られた。

　左手の薬指にはめられたのは、黄金の土台に大きな金剛石ダイヤモンドがあしらわれた指輪。それは、ナヴァラ王国の次期国王の配偶者に与えられる貴重なものだ。

（……こんなものまで……）

　この指輪一つで、平民が一生生活できる金貨に換えられる。平民と王族の価値観は、天と地ほどの差がある。だから、仮初めにでも高貴な立場に置かれることに、戸惑いと後ろめたさは拭えない。

　ヴェールをまくり上げられ、王太子殿下の顔を見ると頬が火照った。出会ったときに感じた、胸の鼓動が再び蘇る。

　彼の手に肩を抱き寄せられ、唇を重ねられる。鐘の音と皆の拍手とともに、パイプオルガンの演奏が始まった。それと合わせて、聖歌隊の澄んだ歌声が響き渡る。

　途端に華やいだ大聖堂内を振り返ると、皆がこちらに笑顔を向けてくれるのがわかった。

　だが、その笑顔はなんだか作り物のような気がした。

（……みんな、本当に喜んでくれているのかな……）

　そんな私の疑念は、最前列にいるイヴォンヌ様の邪悪な笑みを視界の隅に捉えた途端、これ以上ない確信へと変わった。

　神の前で偽りの愛を誓ってしまったこと。これから伴侶となる相手を貶めようとしていること……その二つの重荷が、私の心を苦しめた――。










　ナヴァラ王国の王族の結婚式は、本来もっと華やかなはずだ。

　ただ、それは近隣諸国の王女や身分の高い貴族の子女を娶ったときだけ。私のような素性が不確かな娘と結婚した前例がないから、式を用意する側もさぞかし困ったことだろう。

　ブロア侯爵の配慮で、私は侯爵の遠縁で田舎住まいだった伯爵令嬢ということになっている。行儀見習いのために王女様の侍女として王都に仕え始めたところを、王太子殿下が見初めた。

　事実は一部の王族が知るだけ。そのため、私とアルフォンス様の結婚は、ほとんどの貴族の間ではまるで御伽話のように噂されているらしい。

　――モンタギュー伯爵令嬢。そして、今日からはナヴァラ王国王太子妃のローラ・ド・モンフォール。

　いくつもの偽りの名を呼ばれて、私は自分のことだとわからないこともある。いずれ元の自分の名前に戻る日がやってくることを考えると愚かしい茶番だ。

（仕方ないよね……）

　私は溜息混じりにそう思った。気分を切り替えて、今いる豪奢な空間を楽しむことにした。

　楽師たちが奏でる音色と、貴婦人や紳士たちのおしゃべり。水晶クリスタルと銀があしらわれた燭台の光に照らされる美酒や、国中で一番のシェフが丹念に作り上げた料理の数々――。

　今日は午後に結婚式、午後から夜にかけて王族と高位の貴族のみの音楽会が行われた。それに続く一番の催しは、きらびやかな晩餐会だ。

　簡易的なパーティーだとしても、貧しい生活に慣れた私にとっては目が眩むような光景だ。目の前に次々と運ばれてくる贅を凝らした食事を、礼儀作法に則って食べるだけでも精一杯だ。

　微笑む私の斜め前から、若い女性の視線を感じた。席次を見ると、ロティセール公爵のご令嬢だ。

　私が王太子妃になるのを快く思わない人はもっと多いと思ったが、今のところさほどの障害はない……ちらほら聞こえてくる噂話は想定の範囲内だから、何も聞こえないフリをするに限る。

　後見人であるブロア侯爵とイヴォンヌ姫という強い味方がいるせいか、そんな噂話も上品な囁きと楽師たちが奏でる弦楽器の音色に紛れて消える。

　食事の席順にしても、なるべく私が口を開かないで済むように配慮がされているように見えた。

　参列者はこの国で最も位が高い人々が集まっている。アルフォンス様の父上である国王陛下はもちろん、イヴォンヌ様の母である女王陛下もいる。

　女王陛下は気位の高さが垣間見える美しい婦人だが、娘から事情を知らされているのかもしれない。敵意というのもなさそうで、当たり障りのない話題と曖昧な笑みを向けてくる。妾腹の王子が結婚することを、心のどこかで不愉快に思っているのかもしれないが……。

　その一方で国王陛下には、

『王子が結婚を決めてくれて本当によかった。一日でも早く子に恵まれるように！』

　と、ありがたいお言葉をいただいた。不幸中の幸いで、国王陛下は私を好意的に迎え入れてくれているようだ。

　ただ、国王陛下が優しければ優しいほど、罪悪感は大きくなる。偽りの結婚なのに、跡継ぎはおろか子どもなんて生まれるわけもない。

　肝心の王太子殿下は……と言えば、新婦である私を気遣うわけでもなく、反対隣にいる宰相と隣国の情勢について熱心に話し込んでいた。

（あ～……この人と、キスしたんだ……）

　思い出すと、体が熱くなる。

　初めて会った夜、熱烈な口づけをされた。あの妙な心の揺れを思い出すと、自分が自分じゃなくなるような気がした。

（とりあえず、落ち着かないと！）

　大きな深呼吸を一回して、給仕が持ってきたばかりのデザートに視線を落とした。

　目の前の皿に載るチーズケーキには、木苺のソースがかかっていて彩りが美しい。修道院で作る林檎のタルトもおいしいと思うけれど、宮廷で出されるデザートは味わいが繊細だった。

　慎ましい生活しかしてこなかった私はキラキラした世界に圧倒されまくりだ。

　――そのとき、そっと手の甲にぬくもりを感じる。

　私の手に触れてきたのは、アルフォンス様ではなく王女様だった。真っ赤に着色された爪が、まるで血のように見えてギクッとする。

「……わかっているわね？」

　妖艶な笑みを浮かべた女主人に、今夜やらなければならないことを思い出す。

　昨日、ブロア侯爵から渡されたのは、陶器でできた小瓶。それは、男女の交わりに使う潤滑油だと聞いている。ただ少々特別で、中には侯爵のお手製の媚薬がたっぷり入っているそうだ。

　とにかく、アルフォンス様が私に惚れるように仕向けたいらしい。そうすることで、彼のガードも緩くなるし今後の計画が立てやすくなるということだ。

　私は自分に与えられた使命に慄いた。

（王女様は、どんな汚い手を使っても王位に就きたいのかしら？）

　次の瞬間、私はそれが愚問だったことに気づく。

　……イヴォンヌ姫でなくとも、この国を掌握したい者はたくさんいる。ナヴァラ王国以外の国では、平民が重税に喘いでいる。少しでも農作物の不作があれば大変だ。各地で農民が決起して王の軍隊を相手に戦いを起こそうとするから。

　そんな中で、ナヴァラ王国だけは盤石だった。他国からの侵略を受けたことのない稀有な国――肥沃な土地が広がっていることと中心部に金鉱があることで、平民に課される税金の負担は近隣諸国の中で一番軽い。それゆえ、密入国をして移り住もうとする異国民が多いので、国境沿いには騎士団を配置して警戒を強めている。

　もちろん、周辺各国は虎視眈々と武力でナヴァラを侵略するタイミングを見計らっている。政治的な交渉で何とかできる場合もあれば、数年前のように戦いに発展することもある。

　その度に、ナヴァラの騎士団は勝利を得てきた。それゆえ、騎士の力を崇める風潮が他の国よりも強く、実戦経験があるアルフォンス様は平民に人気がある。

　ただ、高貴な血を尊ぶナヴァラの貴族階級から王太子殿下は疎まれている。それに、私との結婚……愛人であればどんな相手でも問題ないけれど、正式な結婚相手に外交的な意味がないことは、やはり印象が悪い。アンヌに聞いたところによると、今回の私との結婚で王太子殿下の評判は格段に下がっているそうだ。

（……きっと、それも王女様の計算なのね）

　と、私は気づいた。

　小さなマイナスポイントを重ねることを王女様は忘れていない。










　かつて『義勇軍の若き英雄』と呼ばれたヒーローの命を狙う計画に加担するなんて、私には荷が重かった。

　貴族たちに好かれていないのは、私のことが原因でもあるわけだし……それに、母親の身分で差別されるのはどうかんがえても間違いだと思う。階級の違いは自分の努力だけではどうにもできない部分もある。そもそも、人は神の前では平等のはずだ。

　生まれた家が裕福なだけで一生働かなくても生きていくのが当然と思っている人より、王太子殿下みたいに両方の階級の立場がわかる人がナディアの王座に就くにはふさわしい。

　そう思っても、私は逃れることができない。ここまで来てしまったからには、私は王女様に従うしかない。それが誰かを殺めることにつながったとしても。

（お父さん……もう少し待っていてね）

　いつも心のどこかに、父の衰弱した姿が残っている。私がどう振る舞うかによって、父の運命が決まるんだ。

　自分だけが豪華な食事をしていることを心苦しく思いながら、私は作り笑いを浮かべ続けた。










　晩餐が終わると、客人たちは次々と帰って行った。

　すっかり静まった城の中、王太子殿下の寝室へと続く廊下を私は歩いている。

　初めて彼と出会った日、逡巡して何度もウロウロしていた場所だった。あれから数日しか経っていないのに、慌ただしく過ごしていたせいか、ずいぶんと昔のことのように思えた。

　私につけられた若い侍女のマリーが重厚な扉をノックすると、外からいらえがあった。

「では、妃殿下。ここからはお一人で」

「わかったわ」

「また朝、お迎えに上がりますわ。妃殿下にとって、今宵が良い夜になりますように」

　彼女はこうした儀式に不慣れなようで、頬を染めながらそう言った。

（……他人に妄想されるようなことはないわよ。だって、この結婚そもそもウソなんだし……）

　と、ぐずぐずしていると内側から扉が開いた。

「……妃殿下！　王太子殿下がお待ちでございます。さぁ、中へお早く」

　王太子殿下の従者・ヴァレスが、私に仰々しくお辞儀をして見せた。

　でも、知っている……この人だって、私と彼との事情は主から説明されているって。ただ、王太子殿下と妃の両方の臣下が新郎新婦の二人が寝室に入るのを見届けるのが、王室の結婚ではしきたりとなっている。儀礼に則っているだけで、ただの演技だ。

　促されるがまま、私は王太子殿下の部屋に入った。

　応接セットや陶器の壷が置かれた控えの間に、ヴァレスはいたようだ。その先の寝室のドアを開けると、私だけを中に通した。

「では、素晴らしい夜になりますように」

「……ありがとう」

　マリーとヴァレスがそろってお辞儀をする中、私は王太子殿下の寝室に足を踏み入れた。










　深緑のファブリックで統一された部屋は、王族の寝室らしく広々としており重厚だった。象眼や金をふんだんに使った家具が所々に置かれている。

　一番奥にあるのは、天蓋つきの寝台。クリーム色で光沢があるカバーの上には、色とりどりの花が敷き詰められていた。

　初夜を迎える新郎新婦のベッドの上に花を散らすのは、ナヴァラの初夜の風習だとさっきマリーから聞いた。媚薬の成分として用いられる花を使っているためか、部屋には悩ましい香りが立ちこめている。その甘い香りに私は顔をしかめた。

「すごい匂いだろう？」

　窓際に置かれた長椅子に身を沈めた王太子殿下は、部屋に入ってきた私に声をかけた。

　何度見ても、彼は美しい。夜着の上に濃紺のガウンを羽織っているだけなので、しどけなく胸元の筋肉が覗いているのが昼間の装いと違っていやに悩ましく感じる。もともと、戦地へ赴いたことのある彼はしなやかな肉食獣のような体つきをしているのだ。

（や、やだ……私、なんで見惚れてるのよ！）

　ドギマギしながら立ち尽くしている私に、アルフォンス様は自分の斜め前にある布張りのソファーを示した。

「朝までそこに立ちっぱなしのつもりか？　椅子はたくさんあるから、そこにでも座っておけ」

「あ……そう、ですね」

「この部屋の外にはしばらくはヴァレスとお前の侍女と、衛兵も何人か見回っているだろう。お前と俺のどちらかが外に出たら、結婚が成り立たないからな」

　王族の結婚には色々なしきたりがあって、夫婦の契りを交わしたと周りに認めてもらうには、それなりの慣例に従わなくてはいけないのだ。

　最近では簡略化されたと言っても、宗教的に大事な部分や王室の伝統行事のすべてを省くことはむずかしい。

「……いずれにしても、俺はお前の命を救った。姉に何を言われているかしらんが、俺といるときは俺に従ってもらおうか」

　有無を言わせぬ口調に促されて、私は示された椅子へと腰かける。

「それで？」

　と、王太子は身を起こして私を見つめてくる。

「姉上は、いったい何を企んでいる？　どうせ、薬マニアの恋人が作った毒を、俺で試そうとしているんじゃないのか」

「……！」

　やはり、アルフォンス様の勘は鋭い。

　ただ……それを肯定も否定もできない立場にいる。私は無言を貫くしかなかった。

「……それはそれで仕方ないと思っている。俺は、卑しい身分の女が生んだ子だからな。女王陛下と姉上が目の敵にするのはわかる。王太子としてここに迎え入れられたときに、それくらいの覚悟はできていたからな」

　そんな風に客観視されると、心が痛んでしまう。

　この人は、綺羅の環境にありながらここにいることが不本意なのかもしれない。陰謀渦巻く宮廷にいるよりも、戦いの場で活躍する方が自由だ。変に嫉妬されることもなく、自分の持ち前の力を発揮することもできるだろう。

（だから、なのかな……）

　この人に惹かれる理由に思い当たった。

　代々、私の父の家系は騎士として王家に仕えている。今は隊長という地位にいる父も、若い頃は命の危険を省みずに最前線で敵と剣を交えていた。色々な地方や他国で経験した様々なことを、懐かしそうに話す父の瞳と、いまの彼の瞳の翳りがどことなく似ている気がした。

　だからこそ、親近感が湧いた。そんな相手に毒を盛らねばならないとは……。

「すみません、私……」

　消え入るような声で言うと、彼は首を傾げた。

「本当に、おかしな娘だ」

　彼はぼやくように呟くと、膝の上にきっちり揃えていた私の手を掴んだ。

「あっ」

「どうせ、姉上の命令で今夜も俺のことを狙っているんだろう？　でも、お前は俺を殺すことはできない」

　そう言い切る彼の目は、どこまでも澄んだ緑色だ。この瞳を見たときに、私はすっかり魅せられてしまっていた。

　イヴォンヌ様の言う通りにしないと、侯爵は父の命を助けてくれない。でも……そもそも、誰かの命を狙うなんて、私にはできそうになかった。

「……お前はなぜ、王宮にやってきた？　あのブロア侯爵が、後見人を申し出るということは、侯爵の愛人の一人か？」

　唐突な問いに、私は慌てて否定した。

「えっ、そんなことありません！」

「じゃあ、なぜ姉上の侍女になった？　金のためか？」

「それは……」

　どう答えたらいいかわからずに俯いた。

（洗いざらい話せたら、楽になれるのになぁ……）

　と、私は思った。

　だって、私に興味を持ってくれる人なんてなかなかいない。みな、自分のことだけで精いっぱいで、誰かの個人的な事情なんて気にしていないから。

　だけど、アルフォンス様は自分の身の安全よりも、私を生かすことを優先してくれた。それがうれしくて……王女様に操られている自分の状況に、罪悪感を覚えている。

　そんな私に、彼は溜息をついた。

「まぁ、いい。人には色々な事情がある」

「すみません」

「夜明けまで長いぞ。お前は、そのベッドを使うといい。俺は、ここで寝るから」

「そんな……」

「さっさと寝る準備をしろ。俺も男だ。そんな薄物で近くにいられると、変な気を起こすかもしれないぞ」

　と、微かに苛立ちが含まれる声で言われて、私は自分の身なりを見返した。

　初夏に向かう時期だから、一番上に羽織っているガウンは薄い素材のもの。その下には、透けそうに薄い絹の夜着を身につけているだけ。

　ガウンのあわせの部分が深く、コルセットや下着を着ていない胸の谷間が、露わになっていることに気づく。淡いピンク色の小さなリボンが胸元に彩りを添えているが、それは私の肌を隠すというよりも、むしろ胸の隆起を強調しているような気がした。

（恥ずかしい……もう少し、肌を隠すものを用意してくれればいいのに……）

　そんな露出度が高めのものを着ているのは、新婚初夜だからだ。しかも、湯浴みをした後に下着は用意されておらず、仄かに花の匂いがする香油を丹念に全身に塗り込まれた。

　もし自由な言動が許される立場にいたら、「自分でやるからいいわ！」って言ったかもしれない。しかし、ほぼ全員がイヴォンヌ様の息がかかった侍女だから、何一つ文句を言えなかった。

　そもそも、肌に塗られた香油にも何が入っているかわからない。私に内緒で毒を仕込むのも、王女様ならやりそうだから。

　そんな恐怖心とは裏腹に、王太子は私の胸元に視線を落とした。

「……いい匂いがする。その寝台にある花の匂いとはまた別だな」

「あっ……！」

　突然、手を引かれて私は彼の胸に抱き寄せられていた。

　意図せず密着すると、自然と体が熱くなってくる。出会った日にキスされたこと……その唇の感触と恍惚を思い出して、ドキドキが加速した。

「お前、どんな手を使おうとしている？　俺が油断した隙に、毒針で殺そうと言うのか？」

「あっ……！」

　耳元に囁かれ、ガウンのあわせから内股の辺りを探られると、私は慌てて首を振った。

「女のスパイは、その秘められた部分に毒を塗って男を殺す、という噂だ。食べ物には毒見係がいるが、色事にはそうはいかないから」

「うぅ……ん……」

　私は小さく呻いた。

　ねっとりとした手つきで、弱い部分を掠めては太腿をさすってくる。そんな刺激を与えられるのは初めてで、肌の内側に火が点った。

「清純な顔をしているが、実際は違うのかもしれないな」

　言葉の一つ一つが、私への疑惑に満ちている。

　そもそも、出会い方からして不自然だった。私が王女様の手下だっていうことは、状況からして彼もわかっているし、私の素性やこれまでの素行のすべてに不信感を持つのは当然だ。

　自分が王女様のスパイかどうかはわからないけれど、そうしたことをやる女性にはたしかに娼婦が多い。王族の女性に仕える貴族出身の侍女は、アンヌみたいに監視役としては使われるが、絶対に実行犯にはならない。

　危険に晒されるのは、決まって貧しい娘だ。

「お前が何も言わないなら、その体に聞いてやってもいいぞ？」

　低い囁きと共に、彼の指先がさらに下肢を弄ぶようにまさぐってくる。

「あっ、だ、だめです……っ」

　恥ずかしいから、やめてほしかった。なのに、なぜかどんどんと体が火照っていく。下着のない内股に、ぬるりとしたものが溢れる。

（えっ……あの薬、使ってないのに？）

　私は首を傾げた。侯爵から受け取った粘液は、今夜はなにも塗っていない。

　私とアルフォンス様との結婚は、いわゆる『白い結婚』のはず。だから、もしそんなものをつけたとしても無駄だろうと思って、部屋のクローゼットの奥にしまってある。

　だから、こんな風に女の花が濡れてくるなんておかしい……！

「あ、いや……！」

　下肢の悶えを知られたくなくて、私は拒絶の言葉を呟きながら身を捩る。

「いや……？　お前は純粋ぶって、これまでに何人の男をたぶらかしてきた？」

「えっ」

「前に俺を殺そうとした侍女は、娼館に売られて客を取る寸前に侯爵に身請けされた、と聞いた。お前も、さほど変わらないような身の上だったのではないか？」

　王太子殿下の問いに、冷ややかなものを感じる。

　私は騎士の娘で、父親の命を助けるために侍女になった。侯爵に父の薬を調合してもらうために。だから……娼館に売られたこともなければ、男に抱かれたこともない。

　洗いざらい真実を告白してしまえば、どんなに楽になるだろう！

　でも、そこまで白状したら王女様とブロア侯爵への疑惑を肯定することになってしまう。そうしたら、私もどうなるかわからないし、父の命を助けることも一生できない。

　あの夜、私が運んだ葡萄酒に何が入っていたのか。媚薬だったのか、毒だったのか……すべてが床にこぼれた後では調べようもない。

　だから、何も知らないって嘘をつくのが一番手っ取り早かった。

「……私は貧乏ですが貴族の出ですし、娼館にいたこともありません……！」

　咄嗟に、私はそう言った。王族が出入りする城は、厳重な警戒がされている。

　私の身分についても、ブロア侯爵の奸計で最初に雇い入れられる時点から貴族として記録されているはずだ。王太子殿下との結婚で伯爵家の養女となる前から、そうした配慮があったからアルフォンス様が私の身分を調べることはむずかしいのではないか。

　いずれにしても、着ているものとその人の振る舞い以外で身分を知る術はない。

　修道院には貴族の娘が多かったので、身だしなみやマナーなどの礼儀作法には厳しかった。そんな環境にいたので貴族の娘になりすます自信はあった。

「貴族？　それは、本当なのか？」

「え、ええ……」

「どうせ、証拠は何もないんだろう。本当だというなら、俺にお前のすべてを見せてみろ」

「きゃあ……っ！」

　彼は私のガウンを乱し、下肢を露わにさせた。

　羞恥にカッと体が熱くなる。男性に裸を晒すなんて、経験がこれまでなくて……どうしていいのか、さっぱりわからなくて。

「あまり大きな声で騒ぐな。お前がいやがっていると、これが本当の結婚じゃないことが皆に知れてしまうからな」

　口元を歪める彼は、いつもの清廉潔白な王太子殿下じゃなかった。

　まるで肉食獣みたいな、危険な魅力に満ちあふれた瞳――それは、最初に出会った日に口づけされたときと同じで、私を惑わせる妖しい眼差しだった。

「お前と俺の結婚が偽装とはいっても、寝室に若い男女が閉じこめられて、朝まで何もしないっていうのも不自然だろう」

「え……」

「俺の妻として、演技をしてみろ」

　王太子の有無を言わさぬ命令に、唖然とした。

　何を意図しているのか、真意がどこにあるのかわからない。でも、この結婚が嘘だと知られるわけにもいかず、叫んで助けを求めるわけにもいかなかった。

「あぁ……っ！」

　グイッと抱き寄せられ、あっという間に抱え上げられる。

　宙に浮いたかと思うと、寝室の奥にある大きな寝台に私の体は乱暴に降ろされた。そして、広々としたベッドの上で、彼にのしかかられる。

　さらけ出された胸元に唇を押し当てられ、乱れた夜着の裾から素肌をまさぐられる。色事に慣れていない私には強烈すぎて、頭から足先まで痺れそうになった。

（な、何……この感覚？）

　それはあまりの衝撃で……豊かな胸を揉みしだかれ、頂上の突起を舌で舐められると甘い疼きが体中に広がっていく。

「あ、ああっ、ん……」

　悩ましい声に、王太子はさらに愛撫を続ける。

　催淫作用を持つ花の香りとジワリと肉体に広がっていく快感に、私は自分のしがらみをすべて忘れそうになる。

　ひと目見た瞬間から、私の心は彼に囚われていた。王女様からの命令はおろか、父のことさえ忘れそうになったことが何度もある。

　そんな相手だから、もっと触れてほしいと願う自分がいた。

（こんなこと、しちゃいけないのに……）

　心のどこかで、拒否しなければいけないと思っているのにそうできない。

　本当の結婚をしている男女なら愛を確かめ合う行為――でも、偽りの関係の私たちが、こんなことをしていいわけがない。

「あ、いやぁん……っ」

　早急に、彼は私の太股の合間を狙ってきた。髪の色よりも淡い繊毛で覆われたその部分を、執拗にいじってくる。

「あんっ、だ、だめ……っ！」

「そんなことを言っても、体は嘘をつけないぞ」

　意地悪な言葉に、ジンと肉体の奥が疼く。

　本当は、もっとしてほしい。もっと、じっくり触ってほしくてたまらない……そんな自分の淫らな部分に、目を背けてしまいたくなる。

「は、ぁ……っ、ん」

「この液体は何だ？　姉上が処方した侯爵お手製の毒か？」

　彼は私の目の前に、濡れそぼった指先を見せた。

「そ、それは……」

「いや……たぶん、これはお前が感じてる証拠だな」

　王太子殿下の言葉に、体が震えた。

　そこに毒を仕込む、というのは侯爵の案だった。でも、私はその粘液を使っていない……それなのに、私自身が興奮してはしたなく濡れていることが到底信じられない。

「さて……この先は、どうなっているのかな？」

　欲情に掠れた声と共に、彼は花弁をいじってきた。

「あ、ん……っ！」

　熱に浮かされたようになっている箇所を触られて、私は思わず喘いだ。日頃、誰にも見られることがない部分が、彼に見られている……そのことに、被虐的な快感が湧き起こる。

　愛液に濡れた先端をぬるりといじられ、つつかれると体中に震えが走った。

「あ、あ……んっ！」

　雷に打たれたような衝撃に慄く私に、

「ここが、いいんだな？」

　と、耳を甘噛みしながら囁いてくる。

　それだけで、ジクジクとした疼きに悶えてしまう。

（いや……どうなっちゃうの、私……？）

　甘く、得体の知れない感覚だ。王太子の指先や低い声は、私をどんどんと快楽の沼に落としていく。

「ずいぶんと小さい花弁だ。ここに、俺のものが収まりきるかな？」

「えっ、ああっ……やぁ、んっ」

　何を言われているのか、わからなかった。

　意識が朦朧とする中で、たしかな予感がある――この人が、本当に私と夫婦の契りを交わそうとしているってこと。

　これは、互いの利益のための『契約結婚』のはずだ。廊下にいる従者たちを騙すために、ここまでの真似をする必要はないのに。

　二十歳になるまで、恋人と言えるような相手はいなかった。求婚してくる相手を断り続けたのは、本当の愛情で結ばれる相手を待ちわびていたからなのに……。

　偽りなのに、私のことを好きでもない人に純潔を捧げるなんてイヤ。相手がどんなに、素敵な男性だったとしても……。

　そんな戸惑いがあるにもかかわらず、王太子の指先が熱い沼地を刺激すると、理性が崩れ落ちていく。

「あぁ……、んっ！」

「いやに狭いな……もしかして、処女なのか？」

　疑がっているような物言いに、屈辱のあまり涙が溢れてくる。

　それが悔しさからなのか、与えられる悦楽によるものからなのかはわからなかった。

「……てっきり、侯爵に奪われているのかと思っていた……」

　半ば独り言のような呟きが聞こえた瞬間、私は両の足を高く掲げられていた。

「あ、イヤ……！」

　拒絶の言葉を吐いた私に、彼は笑う。

「おや、やはり侯爵は媚薬でも処方したのか？　こんなに、はしたなく濡らして。まるで、とめどなく溢れる泉のようだ」

　それを指摘されて、羞恥心で体が強ばった。

　秘められた花を暴かれ、至近距離からじっと誰かに見られる。日常ではありえない状況に、よりいっそう昂ぶってしまう。

（なに、この感じ……すごく熱い……）

　夕食のときに葡萄酒に口をつけたが、その酔いが今更まわったとも思えない。内側から肌が火照って、体内から甘い女の蜜が溢れてくる。

「あ、はあっ、んふぅ……っ」

　蜜のぬめりを借りて、彼の指先が花の内側を探る。繊細な動きで形状をなぞっているうちは、粘膜をいじられることの快楽しか感じなかった。

　でも、さらに奥深くへと指先が潜ると、ある部分でありえない圧迫感があった。

　瞬時に身を強張らせた私に、彼は指の動きを止める。

「本当に狭いな……淡いピンク色で、清らかな色をしている」

　冷静に観察しながら、彼は私の恥部を形容してくる。ふだん、自分でも見る機会などないところを、出会って間もない相手……少なからず淡い恋心を抱いている相手に見られること自体、堪えがたい恥辱だった。

「や、めて……恥ずかしいっ」

「本当に、やめていいというのか？　十分にほぐしておかないと、あとで後悔するぞ？」

　半ば脅しに近い言葉に、私は眉を顰めた。

「わかった。指がいやなら他のやり方を試してみよう」

　と、彼は私の股の間に顔を埋めた。

「あぁ、あぅん……っ！　そ、そんなぁ……！」

　凝視されるのも恥ずかしいが、それ以上に王太子が私の花弁に顔を埋め、舌先で舐めるのはさらに恥ずかしい……！

「あ、ふぅ、ん……」

　さっきよりも柔らかな感触が、心も体もとろかしていく。彼の指は興奮で硬くなった先端部分をグリグリといじり、舌先はジュルジュルと音を立てて花園を弄ってくる。

「あ、あう……ん、ああっ！」

　ぬめりを吸い尽くすような繊細な蠢きに、官能が揺さぶられる。

　悦楽で潤んだ瞳に、映るのはベッドの天蓋。内側にも細かな彫りや、空に天使が飛翔していく絵画が描かれている。

　それは、聖なる書物に書かれる世界を模したもので、宗教画の一種。偽りの結婚をして、そのまま偽りの契りを結ぼうとしている今、天使たちの絵を見るのはとてつもない罪悪感があった。

　教会での誓いの言葉も、私の名も、まったくの嘘でしかないのに……。

（あ、でも……仕方ないのぉ……！）

　王太子の舌先での奉仕に、理性や信仰心は砕け散る。初めて知る肉欲の焔に、私はすっかり支配されていた。

（だって……、すごく、気持ちいいし……っ）

　さらなる悦楽を求めて、露わになった自分の胸に自ら触れた。

　さっき王太子にされていたように豊かなまろみを揉み、快楽に凝った先端のベリーのような果実をいじると、体中が舞い上がるような甘い感覚が走った。

「ふぁ、うぅ、んっ、もっと……！」

　私の懇願に応えるように、王太子の舌先は花園の奥を刺激した。

　繊細な動きに高められながら、真珠のように硬くなった花芽をいじられると、私はこれまでにない快感に浚われた。

「ひ、ひぁ……はぁ、ん……っ!!」

　悲鳴じみた声をあげたのは、彼が私の花芯をグリッと強くいじった瞬間だった。

　雷に打たれるような震えと、得体の知れない昂揚感に体をビクッと揺らす。

「あ、ああっ……はぁっ、んぁ、ひゃん、んっ！」

　肉体の奥底から起こる甘い震えに、私は大きく背をしならせた。

　断続的に起こる花園の蠢きは、彼にも丸見えだ。

「……すごいな。こんなにすぐに達するなんて……まだ襞がヒクついているぞ」

　私の痴態を感慨深そうに見ながら、震える肉襞を指先でいじる。

「はぁ……」

「もし処女だというのが本当だとしても、これまで男を何人も手玉にとっていたんじゃないのか？」

　甘い余韻にぐったりしている私は、再び冷ややかになった彼にゆっくりと頭を振ることしかできない。

「そんなこと……」

「これほど、溢れる清らかな泉も他にはないだろうに」

「あぁ、う、んっ！」

　余韻にまだ軽く蠢いている蜜口を探っていた指先が、内側に入っていく。

　先程よりも圧迫感は減ったから痛みはない。一度、頂上を見たせいなのか、愛液のぬめりを借りて彼の指先をぴったりと飲み込んだ。

「……ん、っ」

「痛いか？」

　痛みよりも、未知の感触を得ている気がする。

　返事がないのを承諾の合図だと思われたのか、少しずつ抜き差しが速まっていく。

「ふぅ……ん、あっ、ああんっ」

「痛くないなら、気持ちがいいってことか？」

「あ、ふぅ……あ、ぁっ！」

　体の奥底から湧き上がる何かが、私を熱くさせる。

　こんな感覚は初めて……自分でもそこまで触れることがない場所を、内側からまさぐられて再び高みへと押し上げられようとしている。

　さっき極めたときと似た前兆に、悶えが強くなる。

「……どんな媚薬を使ったんだ……！」

「あぁ……！」

　王太子は苛立つように言うと、私を攻めていた指を抜いて、自らの着衣を脱ぎ捨てた。

　神々しいほどの、美しい肉体に思わず見惚れた。均整がとれた肉体は、肉食獣のようなしなやかな筋肉に覆われていて、恐ろしく魅力的だ。

（……王太子殿下……素敵すぎる……）

　こんな相手と初めてを迎えられるなら、悔いはないかもしれない。

　私の欲情を察したのか、彼は私の手を掴んで下肢に導いた。

「あっ……！」

　彼の男性のシンボルは、すっかり雄々しい形になっていた。天を衝くほどにそそり立ち、先端が濡れている。思っていたよりも熱くて硬い感触に、私はびっくりした。

「俺も、こんなになってる……ぜんぶお前のせいだぞ」

　驚いて手を離そうとしたが、それが王太子のものだと思うとずっと触っていたい気がする。

「初めてか？　男のものに触れるのは？」

「は、い……」

「手を動かしてみろ」

　言われるがままに、ゆるゆると動かした。

　それが彼にとってどんな感じなのか、私にはわからない。ただ、手にした灼熱はさっきよりも脈打っているように思えた。

「うまいな……」

　彼の溜息混じりの声が、耳に入ってきた。

「もう、我慢できないっ……！」

　切羽詰まったような表情で、彼は私にのしかかってきた。
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　蜜口を指で触れるとほぼ同時に、熱い昂ぶりの切っ先が柔らかな花弁を押し開く。

「あ、あ……っ！」

　重みを込めて、無垢な花園に身を沈めようとすると微かな違和感があった。

　彼と一つになろうとしている……その歓びと後ろめたさに、肉体の中心が熱く痺れていく。

「入れるぞ」

　拒絶を許さない口ぶりに、女の部分が甘く痺れた。

　今更、拒むことなんてできない。だって、こんなに彼を求めているんだから――。

「あ、ああッ、あっ……！」

　彼が体を進める度に、頭がクラクラするような快楽が生まれる。それと同時に、鈍い痛みも襲ってきた。

　これが破瓜の痛みなのか、そうでないのかはわからない……ただ一つ、わかっていることは、彼と深い箇所で重なり合おうとしていることだけ。

「……大丈夫か？」

「あ、はい……っ」

　小さく頷いた私の髪を撫でてから、彼は狭い内壁の奥まで進んでいった。

　深く重なり合う頃には鈍い痛みにも違和感にも、私の肉体は慣れたようだった。それよりも、彼と……素敵だと思った相手と初めての夜を過ごしていることに、くすぐったい幸福さえも感じていた。

「くッ……本当に、狭いな……」

　呻きながら、少しずつ体を揺さぶってくる。

　背筋が痺れるほどの悦楽が、私を翻弄した。

「あ、ああ……っ！」

　その律動と共に、私の肉体の炎も燃え上がっていく。

　私の喘ぎに、彼の息づかい……そして、貪るように腰を打ちつけてくる際に発せられる打擲音が、広い寝室に響いた。

　私の足をいっそう高く抱え上げた彼は、肉体を深く埋めたまま私にキスしてくる。

「ん、んんっ……」

　舌を絡められ、口内を貪られるだけで、沼のような悦楽に引きずり込まれそう。

　私の肉体の奥にある彼の楔は、律動を小休止した今も、さらに熱くなり容積を増している気がする。

　長いキスが終わり、彼が私の胸のまろみを弄びながら動き始めると、私の肉体はこれまでにない焦燥感に苛まれた。

「あん、あぁ、うぅっ……！」

「どうした？　腰が動いているぞ」

　もっと刺激がほしい、と私は彼の背に足を絡みつかせた。快楽の名残を貪るように、知らぬ間に彼の雄芯をギュッと締めつけている。

「はぁっ、あ、んっ……！」

　その求めに応じるように激しい抜き差しが始まると、私のほうが先に頂上に達した。

　背をしならせて、崩れ落ちる私とほぼ同時に、彼も私の蜜壺に熱い奔流を解き放つ。






　私たちの偽りの結婚は、愛が伴わない行為で幕を開けることになった――。

















３．治療の後のエクスタシー












　――目覚めると、私は広い寝台の上に一人取り残されていた。

　寝室に、彼の気配はない。詳しいスケジュールは知らないが、きっと軍事関係の仕事をしているんだろう。一回大きく伸びをして、私は寝台の上で上体を起こした。

「……っ！」

　体を動かした瞬間、感じたのは体の奥に宿る鈍い痛み。次に、内側からどろりとした何かが内腿を伝う。

　その瞬間、昨晩のことを鮮明に思い出した。形だけの結婚相手であるアルフォンス様と、本当の恋人同士や夫婦がするようなことをしてしまったことを。

（……ありえないわ……！）

　思い出すだけで、全身が火照ってくる。

　自分がどんな姿態で、どんな風に彼に抱かれたか……そのすべてが初めてなのに、痛みよりももっと激しいなにかを感じてしまったことを。

　でももっと困るのは、その行為がイヤじゃなかったということだ。昨晩の彼の燃えるような瞳を思い出すだけで、胸がドキドキしてしまうほどだ。

　王女様の命令に従わなければならない私。いつか自らの手によって、アルフォンス様を殺すことになるかもしれない……そんな相手に、早々と心を許してしまうなんて愚かすぎる。同情しただけでも、後で自分が苦しむっていうのに……。

　初めて男性に求められて、呆気なく快楽に堕ちてしまった。その後悔に、今はただ打ちひしがれるばかりだった。

　湯浴みして彼の残滓を洗い流したら、言いようのない倦怠感とこの悶々とした気持ちも拭えるだろうか――。










　朝食を終えてひと息つくと、アンナが私の部屋を訪れた。

「妃殿下、イヴォンヌ様が昼食をご一緒に、とおっしゃっております。ご都合は、いかがでしょう？」

　他の侍女たちが控えているからか、かしこまった言葉遣いをする彼女に、私は思わず笑いそうになる。

　私と王太子殿下の結婚が本当のものではないと知る彼女は、妹分の私が王女様の陰謀に関わっていることを心配してくれる。

（そういう人がいるのって、ありがたいよね）

　と、いつも彼女の笑顔を見るたびに思っている。

　王女様の野望と欲望は、果てることがないようだ。私が王太子妃になってもそれは変わらず、むしろ、それを利用して王太子殿下の命を狙おうとしている。

　恐ろしいという理由だけで逃げられればいいが、義理の姉となったイヴォンヌ様を避けるわけにはいかない。ブロア侯爵の顔色を窺いながら、イヴォンヌ様の手駒の一人で居続けなくては。

「イヴォンヌ様のお部屋に伺えばいいかしら？」

　気は進まないが、逃げるわけにもいかない。

　私が尋ねると、アンヌはホッとしたように微笑んだ。

「裏庭の温室に、お食事をご用意いたします。ぜひ、お越しください」

「分かったわ」

　ドレスの裾を摘んでお辞儀をすると、アンヌは部屋を出て行った。










　城の裏庭にある温室は、花好きの女王陛下が前に作らせたものらしい。

　異国からもたらされた美しい花々が、ガラス越しの太陽の下で艶やかに、そして贅沢に咲き誇っている。

　その中央にあるのは、ガラスと真鍮でできた珍しいテーブル。陽光に輝く天板の上に、サラダや肉が入ったスープなどの軽食が用意されている。朝食を済ませて間もないのに、その様子を見ていると一気に食欲が湧いてくる。

「おいしそうでしょう？　お気に入りのメニューを用意させたのよ」

　と、イヴォンヌ様は優雅な手つきでティーカップを持ち上げた。

　早々に侍女を下がらせると、声を潜めて聞いてきた。

「……で？　首尾は、どうだったのよ？」

「どう……とは？」

「もぉ、まどろっこしいわね。アルフォンスに抱かれたのかってことよ」

　あまりに直接的な物言いに、手にしていた紅茶のティーカップを危うく落としそうになった。

　私の動揺を見ると、赤い唇の端が吊り上がった。

「あら、図星かしら？」

「王女様……！」

「そんなに慌てることないじゃない？　あなたは今日、この国で一番注目されている新婦なのよ。アルフォンスとあなたがどんな情熱的な夜を過ごしたか、皆が聞きたがっているわ」

　言われてみれば、皆が私を見る視線は好奇に満ちたものだった。

　それが、王太子との初夜にまつわることだと気づいて、恥じらいで頬が熱くなる。

　一般人と王族では、背負わされるものの重みが違う。王族の結婚で求められるのは、跡継ぎを作れるかどうか――だから、『白い結婚』では困るのだ。

（プレッシャーも感じるはずだよね……ふつうは）

　結婚自体が嘘でしかない私とアルフォンス様は、そういったプレッシャーとは無縁だ。

　契約が終われば結婚生活は終わる。子どもを欲しいと思うことなんて、きっと一生ないだろう。むしろ、子どもができてしまったら困ることになる。私には片づけなければならない問題がいくつもあるからだ。

「でもね、誤解しないで。私が聞きたいのは下品な話じゃないわ」

　無言のままの私に、イヴォンヌ様は続けた。

「あなたとアルフォンスの夜の相性なんて、正直どうでもいいことよ。私自身の方向性を決めるために、事実がどうなったか確認したいだけ」

　私の戸惑いをあざ笑うかのように、イヴォンヌ様は優雅な手つきでクロテッドクリームを焼き立てのパンにつけて口に運んでいく。

「あの……お渡しいただいたものは、使えませんでした」

　事実は隠さず伝えなければいけない。

　具体的なことは伏せて、とりあえずブロア侯爵に渡された小瓶を使わなかったことだけは告げた。

「……ああ、そうなのね。あの子には指一本触れられていないってことね？」

　当初の計画が失敗したことは、隠さずに伝えないといけない。その一心で、私は王女様の質問を肯定する。イヴォンヌ様が私を信じれば、もしかしたら変な考えを捨ててくれるかもしれない……だから、嘘をついた。

「そうなの……」

　私の目をジッと見つめてから、王女様は静かに溜息を漏らした。

　失望されるのは本意ではないが、この場合は仕方ない。役立たずだと思わせて、少しずつでもいいから野望をあきらめてくれないか、と思った。

「おかしいわねぇ。堅物なあの子が、あなたには珍しく心を許したと思っていたのに」

「申し訳ございません」

「分かったわよ……この先、二人に何もないことを前提として計画を再検討するわ。毎日、アンヌを寄越すから、アルフォンスの予定だけは必ずメモを渡してちょうだいね！」

「分かりました」

　ご機嫌斜めの王女様にビクビクしながら、中途半端に残っている昼食を口に運んだ。










　――それから数日は、穏やかに時が過ぎた。

　アルフォンス様と顔を合わせるのは公式の場でだけ。あの情熱的な夜が嘘のように、儀式ばかりの毎日と一人寝の虚しい夜が続いた。

　結婚式の夜以来、王太子の訪れがないのは周知の事実だ。侍女たちがソワソワしているのがわかる。

（いいのよ……どうせ、私は偽りの妻でしかないし）

　と、心の中でぼやく。

　逆にイヴォンヌ様とブロア侯爵からの連絡がないのは、私にとってはいい知らせでもあり、悪い知らせでもあった。日々、アンヌは私の部屋を訪れるが、王太子との交流がほとんどない状況では、有益な情報もありはしなかった。

　でも、今日は待ちに待った知らせがあった。

「モリディール先生から、手紙が来ていたわよ」

「本当に……!?」

　アンヌは胸元のコルセットの下から、手紙を取り出した。

「大丈夫。イヴォンヌ様には見られていないわ。本当は、知らせるべきなんだけど……」

「ありがとう！」

　アンヌの機転に感謝しながら、私はその場で手紙を読み始めた。

　先生は、父の病状をつぶさに知らせてくれた。以前と同じで予断を許さない状況が続いているが、薬草を煎じたものと粥を食べて養生しているという。特効薬がない状況だから、まずは体力を回復させることに注力してくれているんだろう。

　父は、私が王女様の侍女になったことを喜んでくれているという。『王家のために娘が働くのは素晴らしいことだ』……と。

　私は、その手紙を握りしめて泣き始めた。

「事情はよく知らないけど、大丈夫なの？」

「……」

「イヴォンヌ様は、今のままでおとなしくしているような性格じゃないと思うわよ。今日もブロア侯爵と会って、コソコソ話をしていたわ」

　それを聞くと、気分が滅入ってくる。

　アルフォンス様には避けられて、王女様たちは私をどう利用するか考え中。王女様の命令に背いたら、父の病の特効薬が手に入らないから従うしかない。

「そうよね……」

　独り言のように呟く私に、アンヌは痛々しいものを見るような眼差しを向けている。

　その時、ドアをノックする音が聞こえた。

「ローラ、いるか？」

「は、はいっ」

　突然聞こえてきたアルフォンス様の声に、私の心はドキンと高鳴った。

「あら、良かったわね！」

　アンヌは嬉々として、いち早くドアを開けに向かってくれた。

　三日ぶりに会う彼は、こんな男性がこの世にいるかと思うほど美しく、完璧な容姿をしていて、私の胸を一気に熱くさせた。










　城の裏庭には、様々な花が咲き誇っている。

　何人もの庭師が日々手入れをしている甲斐あって、美しい薔薇が見頃を迎えていた。私はアルフォンス様の後ろについて、艶やかな薔薇のアーチをくぐりながら庭の奥に向かっている。

『庭を案内しよう』と言われて戸惑ったが、彼の申し出は何であってもうれしかった。

　傍から見れば新婚夫婦なわけだから、仲睦まじいように演技しておかなくてはならないのかもしれないけれどそういったことは特にしなかった。

「きれいですね」

　と、私は呟いた。

　私がいた修道院にも薔薇は咲いていたが、それらは鑑賞用ではなく用途のある薬草だった。

　見て楽しむためだけのことに、人手を割くことはできない。だから、こんな風に華やいだ場所を歩くのは贅沢だと思った。

「そうだな……俺も、初めてここを見たときはそう思った。生まれ育った村では野菜や果物は育てても、花に手をかけるような贅沢をする人間はいなかった。その後は、戦場しか見てこなかった」

「……殿下」

「せめて、名前で呼んでくれないか。周りが怪しむだろう」

「わっ、すみません！」

　頭を深く下げる私に、アルフォンス様は手を差し出した。

「この先は、舗装が不十分だ。危ないから、つかまっていろ」

「は、はい……！」

　手をつないだ瞬間、胸がドキッとした。

　だって、これまでこんな風に男性と二人で外を歩く機会はなかった。城の周りには散策を楽しむ貴婦人たちもいて、私たちの姿を見ると笑顔で挨拶してきた。

　ただ、この辺りまでくるとほとんど誰もいない。

　だからあまり周りの目を気にする必要はないのに、王太子殿下は私に手を差し伸べてくれる。彼の大きくてあたたかな手に包まれて、花を愛でる時間を持てること。それは、私にとっては何よりも贅沢なことだった。

　私にとって、初めて体を許した相手だ。全面的に拒絶することもできたけど、あのときそうできなかったのは、胸の奥底にときめきがあったから。拒むよりも先に『触れられたい』という気持ちが先にやってきたから……。

　今だって、手を握ってもらえるのがすごくうれしい。

（もっと、ふつうに接してくれればいいのになぁ……）

　ふと、私はうらめしく思う。

　浮き足立つ心は、自分の信念を忘れさせるには十分だった。

　修道院に入ってからは、男性と二人で話すことすら禁じられていたから、今は特別な気分――幼い頃、お父さんが戦地から帰ってきたときのワクワク感にちょっと似ている。

　肉親でもないのに……ただの仮初めの夫婦なのに、こんな風に心を許してしまいそうな自分が怖い。

（私には、しなきゃいけないことがあるわけだし……）

　父のことを考えた瞬間、自分の成すべきことを思い出した。

　私にとって、一番大事なのは血がつながった家族だ。その唯一の家族の命を助けるためには、アルフォンス様への恋心は邪魔になる。

（ダメ……彼を好きになるなんて）

　そう思ったけど、この手のぬくもりと距離の近さが気持ちを惑わせる。

　アルフォンス様のことを好きになってしまったら、王女様の命令に従うことができなくなるのに……。

「……どうした？　ずいぶんとおとなしいな」

「殿下」

「ほら、また名前を呼ばない。物覚えが悪いな」

　振り返りざまにクスッと笑う顔は、執務のときと違ってまるで少年のよう。澄んだ緑の瞳は私を映したが、一瞬のうちに前方の景色に移動する。

（もっと、私のことを見てほしいのに……）

　そんな風に思ってしまう自分が、どうしようもなく愚かしく感じられた。

　その瞬間、私は何かに躓いた。

「……あっ！」

　転びそうになった私を支えたのは、彼だった。

　腕を引き寄せられ、逞しい胸に抱き寄せられる。上着を脱いだ絹のシャツにベルベットのジレの、なめらかな布地が頬をくすぐった。

　……こんなに密着するなんて、初夜の寝台以来のこと。

　手をつなぐことさえドキドキしていたくらいだから、彼に抱き寄せられて全身が熱くなった。全力疾走した後みたいに、胸が早鐘を打つ。

（だ、だめって言ったじゃん！　冷静に……冷静に、ならなきゃ！）

　心の中で己を叱咤したが、体が火のように熱くなるのを理性では止められないのが悔しい。

　私の動揺を見透かしたかのように、彼は苦笑した。

「さっき、言ったじゃないか。危ないって」

「す……すみません！」

「顔が真っ赤だな。まるで宴会で泥酔した人みたいだぞ」

　冷ややかな声で自覚のあることを指摘されると、自分が馬鹿みたいに思えた。

　彼にとって、私はただの契約上の妻だ。好きでもなければ、家族の情があるわけでもない。王女様にいいように使われている私を哀れんでくれただけのこと。

（近くにいるのに、こんなにつらいなんて……）

　自分の気持ちと彼の気持ちが離れすぎていて、心が痛くなる。

　動揺を隠そうと、俯いた私に彼が呟いた。

「血が出ているな」

　そう言われて、右腕の内側に擦り傷があることに気づいた。

　白い皮膚に、鮮血が滲む。これまで細い道もあったから、途中で木の枝に引っかかったのかもしれない。

「薬を塗らないと」

「え……大した傷じゃないから、そんなの平気です！」

「小さな傷でも、炎症を起こすことがある。戦場でそういう場面を、散々見てきたからな」

　たしかに、そういうこともあるだろう。

　毒蛇に噛まれたり虫に刺されたりすることが原因で、体の一部が腫れて変色している人を、修道院で何人か見たことがある。

　でも、傷口を消毒するのに必要な薬や蒸留酒は、平民にとっては高価なもの。たいがいの人は異変を感じてから、神に治癒を祈ることがほとんどだ。

　私も怪我をしたときはいつも祈ってきた。最低限の消毒だけして、神に祈っていればいつの間にか傷は癒えていた。薬は高価だから、もっと深刻な病を抱える人やひどい傷で苦しんでいる人に使ってほしいのに……。

　でも、そんな私の思惑にはおかまいなしに、アルフォンス様は私の手を引っ張って庭園の奥へと進んでいく。

「ど、どこに……？」

「あそこだ」

　彼が指さした先には、王宮には似つかわしくない素朴な小屋があった。

　懐から出した小さな鍵でドアを開けると、アルフォンス様と私は中に入った。薄暗い廊下の奥にあるのは、広々とした明るい部屋だった。

　その中に入ると、私は思わず声を上げた。

「これは……！」

　壁一面にある棚には、ずらりと瓶が並んでいる。

　一瞬、それらはお茶の葉のように見えたが、すべてが薬草の類だ。目の前にある瓶には、私が治療院で扱ったことがある薬草の名が記されていたから。

「すごい……こんなに、薬草がいっぱい！」

「よく薬だとわかったな」

「前に、植物園の手伝いをしたことがあって……」

「どこの植物園だ？」

　問いただされると、困ってしまう。

　王太子殿下と過ごした時間の中で、自分の過去について語ったことはない。彼は私に興味がないだろうし、変に興味を持たれても困ると思ったから。

　しどろもどろに、モンタギュー伯爵家のある地方の名前を言うと、彼は頷いてくれた。

「あの辺りでも、けっこう栽培しているからな。俺も似たようなところにいたことがあって、薬を煎じるのを手伝わされたもんだ」

「えっ……そんな経験があるんですか？」

「戦地に赴いて武功をあげたのはいいが、郷里に帰る途中で馬が倒れてしまってな。ヴァルナ山脈の麓の植物園の持ち主には良くしてもらった」

「ヴァルナ山脈って、マジレナ王国の……？」

「ああ、そうだ。ナヴァラとは国交がないから、下手すれば捕虜にされるところだったが、やけにそこの薬師の一家と気が合ってな。馬が元気になってからも半月ほど居座って、薬のことを色々教えてもらったぞ」

　懐かしそうに、アルフォンス様は語った。

「そのとき習ったことを思い出すために、ここで薬を煎じることもある。まぁ、身の周りの者やその家族が病になったときくらいか……要は、趣味程度なわけだが」

「すごい！　薬を作れるなんて……！」

「宿代がわりに毎日手伝いをさせられたからな。一人でも、最低限の処方はできる」

　……これまで知らなかった、彼の過去。

　彼が生まれながらの王族じゃないってことはわかっている。『義勇軍の若き英雄』と呼ばれた時代に、色々な経験を経ているのは当然のこと。

　ただ、剣士のイメージが強かったせいか、薬を煎じている彼の姿はまったく想像できない。

　正式にマジレナに留学するのはブロア侯爵家くらいだが、ナヴァラの修道院や薬草園にも薬師はいる。ましてや、マジレナは本場だから、そこに行く機会があれば薬について知っていても不思議ではない。

（意外だけど、ね……）

　私は、心の中で呟いた。剣の名人というイメージの彼が、人を癒すための何かを作れるというギャップに驚く。

　彼はこの小屋の内部を熟知しているようで、床の一部分の板を取り外すと、床下から緑色の液体が入った瓶を取り出した。

「しみるかもしれないぞ」

　その液体を染み込ませた綿を、私の腕を取って傷口に押し当ててきた。

「……っ！」

　思わず体を竦めた私だが、そんな様子を無視しながら彼は治療を続けた。

　ひどい痛みではないが、ヒリヒリした感覚がある。

「言っただろう。しみるって」

「は、はい……」

　答える自分が、なんだか不思議だ。

（よく考えたら、あれだ……私、いつも治療する側だったんだ）

　こんな風に誰かに傷口を消毒してもらったのは、幼い頃の遠い色褪せた記憶の中。亡くなった母の手のぬくもりと、彼の腕の体温が心の中で重なって、何だか胸が苦しくなってくる。

「……どうした？　まだ痛むか？」

　彼なりに、心配してくれているんだろうか。

　澄んだ緑色の双眸は、私をじっと見つめている。

「あ、いえ……」

「大袈裟かもしれないが、念には念を入れたほうがいい。しばらくは、包帯は取るなよ」

　手際よく、ぐるぐると私の腕に麻の布を巻きつけると、一仕事終えたとでもいうように彼はぬくみのある眼差しを向けた。

　執務のときとは正反対の瞳に、思わずドキッとした。

（……どうしよう……！）

　裏庭の外れの小屋に二人きりでいること。至近距離にいること……そんな二つの偶然が重なれば、いつも以上に意識してしまうに決まっている。

　この国では、薬は金と同等と言われるほど高価なもの。それを扱っているときは、どんな薬師や医者でも慎重になる。

　だから、さっきまでこの部屋の中も厳粛な空気に満ちていた。だけど、意識し始めると周りの温度が一気に上がったような気がした。

「……お前ってやつは……！」

　アルフォンス様は苛立ったように呟いて、私の手首を引き寄せてきた。

　強い眼差しに包まれたかと思うと、次の瞬間、彼から熱いキスをされていた。

　貪るような口づけに、頭の中が甘く痺れる。

「ん、んんっ……」

　くぐもった呻きを漏らす私に、彼は腰の辺りを愛撫してくる。

　細い腰はコルセットでさらに細く戒められているが、固い布地を通して彼の指先の感触が伝わってくるようだ。

（この感覚は、なに……？）

　舌先を吸われて、どんどんと肉体の火照りが増していく。

　婚礼の夜、彼は飽くことなく私のことを抱いた。それこそ、空が白み始める時間まで私の肉体を責め続けて、いつの間にか意識が途絶えていたことを思い出す。

　あの激しさと……これまで経験したことのない快楽に、私は溺れてしまった。初めての夜の生々しい記憶とその後、触れられなかった時間に感じた切なさ。そして、いま再び体の奥に湧き起こった焔が私を狂おしい気分にさせる。

「殿下……なんで、私に」

　……キスなんて、するの？

　そう続けようとした途端、乱暴に肩を突かれて、後ろにある一人掛けのソファーに座り込む形になった。

「あっ……」

　ゴブラン織りの布の感触が、ドレスに覆われていない首筋に当たる。

　彼にそんな風に扱われると、なぜか体の奥底に疼くものがあった。こんな嗜虐的な欲があるなんて、自分でも初めて知る。

「あ、だめっ」

　胸元のまろみをじわりと探られて、ドレスの裾をまくり上げられる。この淫らな匂いが漂う展開に、困惑と興奮を同時に感じていた。

「い、や……」

　か細い声は、拒絶には捉えられない。足を抱え上げられると、淑女にあるまじき姿を彼の眼前に晒していた。

「おや、今日は下着をつけているようだな……」

　その蔑むような声音に、羞恥が加速し唇を噛みしめた。

　あの夜は、侍女の配慮で下着が用意されていなかった。それは王太子殿下とその妃が迎える初夜だったから、ある意味で特殊だった。

　でも、それ以来、ごく当たり前の装いを用意されている。今も、絹と綿が織り込まれた素材のドロワーズが、私の恥部をすっぽりと覆っていた。

「……はっきり言って、俺は色気のない格好が好きじゃない。こんなもの……」

　と言いながら、彼は一気に私の下着を下ろした。

「きゃっ！」

　あまりの恥ずかしさに、私は顔を覆う。

　窓から入る真昼の光の下で、こんな風に下肢を露わにされているなんて……。

「いや……そん、な……」

　恥じらいは、彼の行為をエスカレートさせるだけだった。

　秘部を隠す金色の繊毛に優しく触れられて、さらりと撫でられると、肉体がビクリと震えた。

「はぁ……っ」

「これは、どうしたことだ」

　何のことかと思う間もなく、彼の指先は私の官能の泉を探り当てた。

「何もしていないのに、こんなに潤わせて」

　肉体の反応を指摘されて、私はこの場から逃げたくなった。

　だって、さっきのキスのせいで自分でもわかるほどに濡れていた。

　いや……それだけじゃない。もっと、その前からだ。

　庭の散策に誘ってもらって、まるで本当の夫婦みたいに仲睦まじげに歩いたこと。そして、腕に負った傷を丁寧に治療してくれたこと。

　そのすべてが、私にはうれしくて……あの激しく抱き合った夜みたいに、もう一度女として見てくれないかって、心の底で待ち侘びていた。

　彼の指が花の内側を探ってくると、肉体の震えが強まった。

「はぁ、あ、あんっ」

「この前の傷は、どうやら癒えたようだな」

　と、冷静に観察されると、あの夜のことが記憶に蘇る。

　破瓜の痛みさえも忘れて何度も昇りつめたこと。声が掠れるほどに、何度も喘がされたこと……。

　そんな記憶を辿っているだけで、自分の女花が彼を求めるように蠢いた。

「……物欲しげに、吸いついてくる。そんなに、俺のことがほしいか？」

　と、彼は私を上目遣いで見る。

　その欲情を隠さない視線は、余計に体の疼きを激しくさせる。

「ここには、誰もこない……ヴァレス以外は、な」

「あ、あん……」

「だから、愛し合うこともできるな」

　そんな呟きを耳にすると、どうしても期待してしまう。

　これから、彼の熱い昂ぶりをこの身に感じることができるのか、と――。

（なに、やだ……わたし……！）

　己の本能的な希求に恐れながらも、彼の戯れを拒むことはできなかった。

「ふふ……愛し合うのは、寝室までとっておこうか。でも……」

「あ、ふぅ、んっ……」

「これくらいは、許してくれるだろう？　この前、お前の初心な花を散らした償いに」

「あ、あんっ……！」

　彼の舌先が、私の花園をなぞる。

　間欠的に蜜をジュルリと啜る音が静寂の空間に響く。その淫猥な感触は、アルフォンス様が教えたもの。身に覚えのある甘い疼きに、恥ずかしさよりも欲求が勝る。

（もっと、して……もっと、深くまで……！）

　無意識のうちに、私は彼の頭を抱き寄せていた。

「はぁ、ん……っ」

　漏れ出る吐息は、自分の耳に甘く響いた。

　部屋の中には、蜜を啜る音が響く。淫らな感触に、我慢できなくなって彼の髪に指を差し入れた。絹のストッキングで覆われた爪先は、彼を逃すまいと広い背中に絡みつける。

「ん、あぁ……」

「気持ちいいのか……？　お前は、本当にこれが好きだな」

　愛液に濡れた唇を布で拭いながら、彼は指での愛撫を再開した。

「舐めるのも楽しいものだが、お前の顔が見えないからな……指で我慢してくれ」

「あ、ふう……ぅ、んっ」

　緩やかに高められた花園の中心に、舌先よりも硬いものが触れる。

　彼の指先は、ゆっくりと確実に、私の内側に入り込んできた。

「はぁ、あ、ん……！」

　指先で肉壁を擦られても、十分に潤んでいるから痛みはなかった。

　たぶん、十分すぎるほどに感じているから……むしろ、感じすぎていて体がおかしくなりそうだ。

「ん、んぁ……っ」

「痛くはないか？」

　低い声に問われ、閉じていた瞳を開くと、私を見下ろす熱い視線とぶつかった。

「殿下……」

「まったく、こんなときに色気のない女だな。名を呼べ、とあれほど言っているのに」

「あッ、ああ、んっ」

　意地悪な笑みとともに、彼の指がもう一本増える。

　さっきまでとは違う圧迫感に、身も心も震える気がした。

「どうだ？　指でするほうが奥まで入る。舌よりもいいだろう？」

「あ、太すぎ……っ」

「言っておくが、俺はもっと太いぞ？　次に抱き合うまでには、慣れておかないとな」

　彼の言葉で、下肢に甘い震えが走った。

「あ、はぁ……！」

　次に交わる夜がいつなのか、と期待に肉体が疼いている。

　だって、心と体はつながっている。彼の言葉に花壷が収縮して、はしたなく彼の指をギュッと締めつけていた。

「そんなに、うれしいか？」

「はぁ、は……あぁっ」

　グチュ、グチュと湿った音を立てながら、彼は私をさらに乱していく。

　探るように内側を掻き回され、ある一点を突かれたとき、私の狼狽は増した。

「きゃ、ああ、はぁ、ん、んん……っ！」

「……ここ、か？」

　弱い部分を察した彼は、執拗にその部分を責めてきた。

「あっ、ああっ、んぁ……！」

　喘ぐ間にも、どんどんと抜き差しが速まっていく。

（違う、の……もっと、もっと熱いものが、ほしいの、に……っ）

　彼の指は、いつの間にか、記憶の奥にある彼の雄々しい象徴シンボルに変わっていた。

　私が欲するのは、あの夜と同じだけの熱さと陶酔。だが、それを与えられない今の私は、やすやすと彼の指淫に溺れていく。

「……っ！」

　声にならない声をあげた瞬間、法悦を極めて腰が跳ねた。

　ドクンドクンと繰り返す蜜壷の蠢きを、さらにかき乱すように彼の指は動く。内側で円を描くように律動を続けながら、私を責め立てるように動き続けた。

「もぉ、無理ぃ……！」

　絶え間のないエクスタシーに、私は泣きながら首を横に振る。

「いい表情だな」

　観察するような冷たい声音に私は頭を振ったが、心と裏腹に体は快感を欲して身悶えている。

「……い、や……もぉ、ダメぇ……！」

「お前の女の部分は、そうは言っていない。ほら、こんなに俺の指を締めつけているぞ」

　彼に断定されると、心が寒くなる。

　こんな風に、私だけ一方的に極めさせられるのは嫌だ。

　そう……欲しいのは、自分だけの昂ぶりじゃない。彼の男性自身の、熱さと逞しさだ。冷ややかな彼の視線に晒されながら、絶頂に達してもうれしくないのに……。

　同じだけの欲望をもって、私を揺さぶってほしい。情欲に我を忘れ、炎のような瞳で私を貫く彼の生々しい姿が見たいから。

　――だけど、そんなはしたないことを誰が言えるだろう？

　そもそも、愛し合っていないのに。本当の夫婦、というわけでもないのに……。

　そのとき、外で誰かの話し声が聞こえた。何人かの貴婦人が小屋の近くを散歩しているようだった。

「……邪魔が入ったな……」

　彼はそう呟くと、興味を失ったように私から離れた。

「……さっさと身支度を整えろ。城に戻るぞ」

「は、い……」

　ハンカチで手を拭っている彼を見ると、無性に虚しくなった。

　眦に絡んだ涙を見られないように手で拭うと、すっかり乱れた下着とドレスの裾を直す。

「殿下……」

　先に小屋から出て行った彼を追う私に、一筋の風が吹いた。

　興奮と情欲から一気に冷めたせいか、外気がやけに寒々しく感じられた。

















４．陰謀の予兆












　――先生から二通目の手紙が届いたのは、その翌日のことだ。

　しばらくは小康状態を保っていた父だったが、ここ二日ほど高熱が続いて『ローラに会いたい』と呟いているという。

（お父さん……）

　病魔と戦っている父のことを想像すると、心が苦しくなった。できることなら、私が代わってあげたいと思う。

　でも……そんなこと、実際は無理だ。日々、神に祈りを捧げることは大事だが、それよりもやらなければならないことがある。

　それは、一日でも早く、父に特効薬を届けてあげることだった。

　そのためにはブロア侯爵の助力が必要だ。その見返りとして、王女様から無理難題を求められるのはやむを得ないことだ。

　私はそっと涙を拭うと、王女様に直訴することを決めた。










　前触れもなしに訪問すると、やはり王女様は不在だった。

　項垂れる私に、部屋の花を活けていたアンヌが教えてくれた。

「王女様なら、ブロア侯爵とご一緒よ」

「お二人は、どこにいらっしゃるの？」

「ダメじゃない、恋人たちの時間を邪魔しちゃ……」

　アンヌにたしなめられたが、私は引かなかった。

「侯爵がご一緒なら、こっちも都合がいいわ。私もこれから離宮に伺うわ」

「でも、誰もお通しするなって言われているのよ」

「あら、私が行けば通してくれるはずよ」

「そう……かも、しれないけど……」

　アンヌの動揺を見る限り、離宮は『特別な場所』ということになる。二人の恋路を邪魔するなんて野暮にも程があるが、私もそうのんびりしてはいられない。

　父の病状を知ってから、すでにひと月ほどが経とうとしている。

　その間に、色々なことがあった。修道院で暮らしていた私にとって、驚くべきことがたくさんあった。アルフォンス様に心惑わされたことも、そのうちの一つだ。

　だから、ブロア侯爵に父の薬についてお願いすることはすっかり後回し。聞き入れてもらえるかどうかは別として、『成功報酬』ではなく『前払い』にしてもらえないか頼んでみるつもりだ。

　そんな固い誓いを胸に、私は裏庭のほうへと進んでいく。

　離宮は、先代の王が寵姫のために建てたものらしい。東方からオリエンタルな家具を取り寄せて、居心地の良い空間を作ったと聞いている。

　その妾には子はできず、王が亡くなった後は先代女王の策略で打ち首になったそうだ。ゾッとするような事件が、ナヴァラの長い歴史には数多く存在する。

　特権階級の最上位にいる王族は、身分が保証されている。政敵や恋敵をこの世から排除することを厭わない。だから、王女様の野望はその血筋として当然のことなのかもしれない。

（まだ、いらっしゃるかしら……）

　私は裏口に回って、離宮の内部を窺った。

　ドアに手をかけると、意外なことに鍵はかけられていなかった。物音を立てないように気をつけながら建物の中に入る。息を殺しながら、私は一つ一つの部屋を探っていった。

　父の薬についてのお願いはもちろんだが、王女様とその恋人が二人きりでどういう時間を過ごしているか気になって仕方ない。

　音を立てないよう階段を上がっていくと、微かに話し声が聞こえる。

　その声を辿れば、二人の居場所をたやすく探り当てることができた。二階の一番奥の部屋の鍵穴の中を覗くと、小さく二人の姿が見える。

　そこは、ふわりと湯気が流れるタイル貼りの空間――。

（お風呂……？）

　テラスのような広々した部屋の真ん中に、猫足のバスタブが見える。

　その端に、白くて小さな貴婦人の足がちょこんと乗せられていた。

「……そうね。あなたの言う通りだわ、シャルル」

　と、王女様の声。

「あの娘、アルフォンスに惚れているのかもしれないわね。だって、結婚してしばらく経ったのに、何の異変もないのはどう考えてもおかしいわ」

「そうですよ、イヴォンヌ様。あの娘に持たせた小瓶には、遅効性の毒が入っているはず。一日まで経たないうちに、使用した者の体内に忍び込んで、体力を奪っていく類のもの。一回なら体調を崩す程度ですが、複数回使えば確実に死に近づいていく」

「……なのに、あの子には何の変化もないわ。体調なんて崩したところは見たことがないわよ。今日の陛下の謁見の席でも、悔しいくらいに顔色が良かったし」

「あの娘の様子もいつもと変わらず……ですね。ということは、あの娘、あの薬を使っていないということでしょうね。夫婦の契りを交わしていないか、意図的に使っていないか。さて、どちらでしょう？」

「いずれにしても信用できないわね、あの娘」

　私のことを話している二人の声音は刺々しいもので、背筋がゾクゾクした。

　しかも、あの小瓶の正体――！

（媚薬じゃなくて、毒だったのね……）

　そのショックから、体に小さな震えが走る。

　もしも、言われた通りにあの媚薬を使っていたら、アルフォンス様を害するばかりではなく、私自身も毒の犠牲になっていただろう。

（なんて、恐ろしい人たち……！）

　息を殺して、私は二人の様子を凝視した。

　ブロア侯爵は赤い葡萄酒のグラスを傾けながら、王女様の小さな足に触れた。

「イヴォンヌ様……誰よりも賢く美しいあなたが、平民の母親から生まれたあの男より地位が下だとは嘆かわしいことです」

「そう言ってくれるのは、あなただけよ。シャルル」

　王女様の声は、喜びを表すように少し高くなった。

　それと同時に、小さな足の指先をさわさわと愛撫する侯爵の指先が見えた。

「あののろまな娘が動くのを待つのは、もう飽き飽きしたわ。なにか、いい案はないかしら？」

「……あります、が……」

「あら、何をためらっているの？　ブロア侯爵ともあろう人が」

「いえ、あまりにも畏れ多くて」

「女王になるのを手助けしてくれる約束でしょう？　そのためなら、私は何を犠牲にしてもいいわよ」

「何でも、とおっしゃいますか……」

　二人は、それまでより声を潜めた。そして……耳を疑うような提案が聞こえた。

「……それでは、まずは国王陛下の暗殺を」

「え……お父様を!?」

「国王陛下は王太子殿下を大層可愛がられているご様子。ご存命の間は、王位継承権の男子を優先する方針を変えますまい」

　それに応える王女様の声は、微かに震えていた。

「もし、お父様がいなくなったら……どうなるというの……？」

「……陛下という後ろ盾がいなくなった王太子は、今持っている権力をすべて失います。国王不在時の次期国王決定については、貴族院の承認が必要……逆に陛下が存命中に譲位という話でも出れば、アルフォンス王子はそのまま次期国王になるでしょう。そうなれば、どんなに王女様の誉れが高くとも、王位を奪うことはむずかしくなります」

「シャルル……」

「貴族院には、私と同じ志の者が多数在籍しています。王女様を王位に、という動きは前々からあるものです。私が手を回すまでもないでしょう……陛下がアルフォンス王子を次期国王に指名しないうちにお亡くなりになる、という前提の話ですが……」

　ブロア侯爵は、単語を注意深く選んでいるようだ。

　しかし、意図的ではない『国王陛下の急死』なんてあるだろうか？

「でも……お父様の命は、近衛隊が寝る間もなく守っているわ。娘の私がなにかしようとしても阻止されるわ。毒見係もいるから毒殺も無理……どうするつもりなの？」

「近衛兵は、全員が高位の貴族出身。王子よりも王女様を支持する者を、私は何人か存じております。その者たちにいくばくかの謝礼を渡し、将来の地位を約束すれば、こちらの思うように動いてくれるでしょう」

「……まぁ、あなたは薬学ばかりではなく、陰謀の天才ね」

「お褒めいただけて光栄です」

「具体的にいつ動くの？」

「いま王女様の了解が得られれば、すみやかに。なるべく苦しまないよう、眠るように安らかに天国へ行ける毒を処方いたしましょう」

「ありがたいわ、シャルル。平民の女に手をつけてお母様を悲しませたとはいえ、私にとっては実の父よ。苦しむのを見るのは忍びないわ」

「心優しい王女様。私の忠誠を、命燃え尽きるまであなたに……」

　ブロア侯爵は、そう呟いて彼女の白い足に口づける。

　その光景を見届けると、私は震えながら立ち上がって夢遊病者のようにふらふらと外に出た。










　――王女様とブロア侯爵との密会。

　それは、想像していたような恋人同士が過ごす甘い時間ではなかった。同じ野望を成し遂げるための話し合いだ。

（どうしよう……どうすればいいの？）

　逃げるように離宮を去ってから、私は混乱しまくっていた。

　だって、二人が話していたのは国王陛下の暗殺計画。そんなものを聞いたら、誰だって心穏やかでいられるわけがない。

　しかも、その話をしていたのはアルフォンス様の暗殺を何度も試みた二人だ。ブロア侯爵の手腕があれば、国王陛下を殺す手立てだっていくらでもあるだろう。

　ただ、アルフォンス様は常に危険を予測している。王女様や高位の貴族にとって、自分がどんなに厄介な存在か、暗殺の格好の標的だということを知っている。

　ご自身も剣の使い手だったわけで、自分を守る術も守ってくれる仲間もあるはずだ。

　でも……国王陛下はどうだろう？

　実の娘が、まさか自分を殺めようと思っているなんて、誰が何と言っても信じないと思う。私がもし、それを直訴してもまともに相手にされない。

（……お父さんは、国王陛下を守ることを誇りにしていたわ……）

　不意に、病床の父のことを思い出す。

　任地から戻ってくると、決まって国王陛下に仕えることの遣り甲斐を熱っぽく語っていた。

　父の病気を治すことを考えるのも大事だが、父の心の拠り所が奪われるのをみすみす見過ごすわけにはいかない。

　ただ、それをどうやって誰に伝えるかが問題だ。

（誰か……誰か、助けてくれないかな……？　どうすればいいのかなぁ……）

　視線を落として歩いていると、腕に巻かれた包帯が目に入ってきた。

　それは昨日、庭の奥にある小屋でアルフォンス様が治療してくれたもの。

　侍女に消毒をしてもらって下の布は変えた。でも、何となく名残惜しくて彼に巻いてもらった包帯はそのまま上からつけたままにしていた。

「……アルフォンス様……！」

　あのときの彼の眼差しを思い出すだけで、胸がせつなくなってくる。

　澄んだ瞳をした男性には、悪い相手はいない。母が言っていたことを再び思い出した。

　彼は私の命を助けるために、周りの反対を押し切って私を妻にしてくれた。腕にできた小さな傷も、丁寧に治療をしてくれたのだ。

　そんな彼だからこそ、私は頼ってしまう。今回も、私が抱えた問題を解決してくれるかもしれないって。

「彼に、会いに行こう……」

　他に頼る相手もいない私は、彼の執務室へと向かった。










　執務室には、アルフォンス様の他に国防長官と近衛隊長がいた。

　そう言えば今日は、軍事の機密事項が含まれるので人払いがされる小規模な軍事会議の日だ。妃である私は特別扱いをされていて、急用があればいつでも夫がいる場所に入ることを許される立場である。

　そんな特権があっても、これまで使ったことなんてなかったけれど……。

「なんだ、いきなり……」

　眉を潜めた彼だが、すぐに会議を切り上げてくれた。

　国防長官と近衛隊長の二人が礼をして去ると、思いつめた顔をした私は彼のデスクに一歩近づいた。

「申し訳ありませんでした……でも、私……」

「前置きはいい。お前のほうから、俺に会いにくるのは初めてのことだ」

　彼はゆっくりと席を立って、私の顔をのぞき込んできた。

「いったい、どんな風の吹き回しだ？」

「そんな……」

「俺に会いたくなったか？」

　迷いのない真っ直ぐな眼差しを向けてくる彼に、ドキッと胸が高鳴った。

　昨晩、小屋で体を触れられたことを思い出すと、どうしても平常心ではいられない。抱いてくれなかったし、その夜に私の部屋を訪れることもなかったけれど。

（待っていたなんて、恥ずかしくて言えないよね……）

　蝋燭の火が短くなるまで、昨日の晩は起きていた。

　就寝前の祈りを何度しても、修道院から持ってきた聖典を何度読んでも眠くならなくて……眠りの神が訪れない理由は、昼間に彼が私に触れたからだってわかった。

『なんで、来てくれないのかしら……』

　恨みがましい気持ちになってから、大事なことを思い出した。

　彼にとっての私は、契約上の妻でしかないということを。愛してもいない女の閨を訪れる男はいないってことに気づいてショックを受けた。

（あぁ、馬鹿すぎる……）

　反省したばかりなのに、彼に見つめられただけで頬が火照る。

　でも……今は、それどころじゃない。奇妙な心の揺れよりも、優先すべきはナヴァラ王国の危機を回避することだ。

「殿下……お願いがあります」

「お願い？　アルって呼んでくれたら聞いてやってもいいが」

「……！」

『殿下』と呼ぶのはあまりによそよそしいので、どうにかしろと前から言われている。

　でも、いまだにその呼び名に慣れなくて……気恥ずかしさが勝って、どうしても『殿下』呼びを復活させてしまっていた。

　ただ、今は恥ずかしいとか言っている場合じゃない。

「ア、ル……」

「だめだ。もう一回！」

　まるで剣術を指導する師匠のような表情。

　彼を納得させるために、今度は顔を見て言ってみた。

「アル……！」

　二回目に名を呼ぶと、ようやく頷いてくれた。

「上出来だ、ローラ。ご褒美に、お願いってやつを聞こうじゃないか」

　彼はソファーに座って長い脚を組むと、斜向かいの席に私を座るよう指差した。

　この微妙な距離は、話を真面目に聞いてくれるサイン……だと信じたい。私は腰を下ろして、さっき見聞きしたことを話し始めた。

「……そうか」

　一通り話し終わると、彼はしばしの沈黙の後で呟いた。

　彼が私を信じるかどうか、はある種の賭けだった。王女様の動向を教えるのは、私にも危険なことだと思ったから。

「なぜ、俺に言った？　お前は、姉上の手下じゃなかったか」

「それは……」

「いや、姉上の……ではないな。お前を貴族の娘に仕立てたのは、ブロア侯爵だ。奴に何か弱みを握られているんだろう？」

「えっ……！」

　貴族じゃないということを、知られていたのは衝撃的だった。

　王女様の侍女として城にあがる前から、身分を偽っていたのに……悲鳴をあげそうになるところを、口元を手で押さえて辛うじてこらえる。

「あぁ……やっぱりそうだよな」

「やっぱりって……！」

「いや、なんでもない」

　含み笑いをされて、彼に鎌をかけられていたことを知る。

　自分の愚鈍さを思い知って、落ち込み具合が底抜けになった。

「残念ながら、生まれながらの王族じゃないのでね。俺は誰の言葉も、信じていないのさ。平民のときからの仲間は別としてな」

　と、アルフォンス様は片膝に肘をついて私を上目遣いで眺めた。

「……もしかして、それはヴァレスのことですか」

「これまでは、あいつのことだけ信じていた。でも……お前も父上の命と俺の社会的地位を守ってくれた意味では、仲間だと思う。だから、これからは信じてやる」

「本当ですか!?」

　彼の信頼を得られたことは、素直にうれしい。

　もし、彼が王族じゃなくて一人の騎士だったとしても、やはり同じように感じたと思う。いや……たぶん、二つの身分を経験した彼だからこそ、うれしいのかもしれない。

「ところで、お前がブロア侯爵に握られている弱みはなんだ」

「えっ」

「完全に俺を味方にするには、自分のすべてを開かすことが必要だろう？」

　言われてみれば、たしかにそうだ。私は最初から今の今まで、彼に嘘をついている。

　王女様やブロア侯爵の命令に従って、媚薬を飲ませようとしたこともあるわけだし……そんな私を信じてもらうにはある程度の犠牲は必要だ。

「……父が辺境で病気にかかっていて、それが難病らしくて……そのために、侯爵に薬を処方していただかないと父の命が……」

「どんな薬だ？」

「詳しいことはわかりません。お医者様に聞いた限りでは、ブロア侯爵しか調合できないような薬だって……私はその薬を作ることを侯爵にお願いするために王都に参りました。なぜか侯爵から王女様を紹介され、侍女になるように……と」

「そうだったか……」

　深い溜息をついて、彼は続けた。

「あの夜、俺に毒入りの葡萄酒を届けたのはそういう事情があったんだな」

「……あれは、媚薬だと聞いていますが？」

「ブロア侯爵家は、媚薬と毒の中間のような薬を作るのが得意なんだ。あの日、お前が床にこぼした葡萄酒の中にも毒が入っていた。ヴァレスの調査に間違いはない」

「何ですって……！」

　私は、言葉を失った。

『王太子を誘惑しろ』と言われていたはずが、実際の狙いは違っていたようだ。

　以前の第三侍女と同じで、私はただの捨て駒だった……アルフォンス様が私を気に入らなかったら、呆気なく殺される運命だったんだ。

「……よく考えてみろ。ブロア侯爵はたしかに、他の薬師ができない調合の薬も作ることができる。ただ、お前の父のためにわざわざ時間を割くとは思えない」

「じゃあ、私はどうしたら……！」

　絶望的な気分になって、私は手で顔を覆った。

（侯爵が作ってくれなかったら、どうすればいいの……？）

　指と指の間から、涙がこぼれた。あまりにも、自分が惨めだった。

　たまたま、彼が助けてくれたから今はここにいられるけど、そのうち元の貧しい生活に戻る。そうしたら、父を助ける手立ては今以上に見つからないだろう。

「手をどけて」

　すすり泣く私の耳に、低い声が聞こえる。

「ローラ、顔をよく見せて」

「アル……」

　潤んだ視界の奥に、彼の顔が見えた。これまでで一番優しい微笑みを浮かべている。

　そして、その優しさそのままに、頬を流れる涙を拭ってくれた。

「お前の父親の命は、俺が守ろう」

「え……!?」

　それは、思いも寄らない申し出だった。

「たしかに侯爵はナヴァラでは、最も教育水準が高い薬師だ。だが、彼が留学したマジレナ王国なら、同じレベルの知識を持つ者もいるだろう」

「そう、なんですか？　でも、そんな方を探すのには時間が……」

「俺はナヴァラ国の王太子だ。その程度のことを成す権力は持っている。正義のために使う権力ならば、何一つ問題にはならない。しかも、お前は俺の妃……妻の家族を助けようとしない男など、この国のどこにもいやしない」

　たしかに、アルフォンス様の言うことは正論だ。

　だが、色々なしがらみがある中、実際にそうした信念を貫くのは大変だ。しかも、私の父のために手間を割いてくれると言う。

（こんな人が、本当に旦那さんだったらいいのに……）

　感謝すると同時に、胸にツキンと微かな痛みが走った。

　責任感があって、とても優しくて……誰よりも美しい見た目をしている彼。

　でも、私は仮初めの妻だ。王女様とブロア侯爵の件が無事に解決すれば存在意義はなくなる。

（……でも、父を救ってくれるなら……）

　唯一の願いが叶うなら、このちっぽけな恋心は封印してもかまわない。

　この場所を去ることになっても、いずれ彼が他の誰かと本当の婚姻をすると聞いても、胸を痛めることはないだろう……。

　だから、心配そうに見つめてくる彼に笑顔を見せた。

「ありがとうございます！　私、何でもやります！」

「そうか……とりあえず、今までのままでいい。姉上や侯爵には、何も知られないように接してくれ」

「わかりました」

　彼の言葉に、大きく頷いた。

　この結婚自体が偽りと嘘の結晶――その上、さらにアルフォンス様と秘密を共有するなんて、何だかくすぐったい気分になった。










　その後、一番の協力者とも言えるアンヌに協力を求めた。ずっと親身になってくれた彼女は、快く王女様と侯爵の居場所や、見聞きしたことを教えてくれた。

　彼女の話では、あれから不自然なほどに二人の密会が増えたという。恋人同士ならそれも不思議ではないが、王女様と侯爵だけというわけではないらしい。遅い時間帯に、なぜか近衛兵の姿が離宮に出入りするようになったという。

　その離宮には、侍女用の休憩室がある。城よりは小ぶりだが清潔感があり、庭の噴水や緑を臨めるのが心地良い。

　王女様に内緒で招き入れてもらった部屋の中を、私は珍しそうに見回した。丸い木のテーブルに二人分のティーカップを置くと、アンヌは私の斜め前に椅子を持ってきて座った。

「あなたの勘は、当たってると思うわ。あの二人、あやしいわよ」

「そうよねぇ」

　相槌を打ちながら、私は小花があしらわれたティーカップを手にして口をつけた。

　オリエンタルな香りと甘みが、喉元を通り過ぎていく。

「あの二人は、お互いメリットがあるから一緒にいるだけだと思うわ。侯爵にとってみれば、女王の配偶者ともなれば地位も権力も上がるわけだからね」

「へぇ……複雑ね」

「逆に、女王様にとっては野望を成し遂げるまでの持ち駒かもしれないわね。それまではメリットがあっても、その先はそうじゃないかもしれないわ。だって、毒を作れる男なんて自分をいつ殺すかわからないし」

　アンヌの分析は、なかなか現実的だ。私みたいな世間知らずな女は恋愛を美化して捉える傾向があるが、王族の恋愛や結婚はやはり利害関係が感情より大事なのかもしれない。

「いずれにしても、ローラ。来週末にあるマルベリー伯爵邸での狩猟は、気をつけたほうがいいわ」

「なんで？」

「役者が勢揃いするからよ。国王陛下に女王陛下、王女様、そしてブロア侯爵……王太子殿下が隣国の国防長官と会議をなさる関係で、夕方から王都に戻るんだもの」

　たしかに国王陛下の命を狙うのなら、最大の邪魔者・アルフォンス様がいない機会を探るのが当然だ。

　そうした意味では、伯爵邸の狩猟は千載一遇の好機である。狩猟の後には晩餐会が催される予定で、ほとんど全員がそのまま伯爵邸に宿泊することになっている。丸一日、王太子殿下が国王陛下の周辺を離れるというのは稀なこと。

　警備の手があるとはいえ、そこは王女様とブロア侯爵の奸計があればどうとでもなりそうだ。それを計算して、国王陛下のお命を狙うつもりなのかもしれない。

（だって、あの二人は……）

　この前、離宮で聞いた会話を思い出してゾッとした。

　自分の父を平気で殺そうとする娘に、それを手助けする恋人……自分の利益を最大限にするための同志だから、結ばれた絆はその辺にいる夫婦より強いかもしれないが、そんなものを愛と呼ぶのは間違っている気がする。

「ありがとう、アンヌ。早く、アルフォンス様に知らせてあげないと！」

　立ち上がった途端、視界がグラリと歪んだ。

（え、なに……？）

　まるで、酔いがまわったかのような感覚だ。お酒なんて、一滴も飲んでいないはずなのに。

　私の目の前にあるのは、空になったティーカップ。

　さっき、アンヌが淹れてくれたお茶は、東方の花の香りをつけたもの。珍しさもあって残さずに飲んでしまった……けど、この中になにか入れられていたとしたら？

「あん、ぬ……」

　傍らで微笑んでいた彼女の顔が少しずつ薄れていき、突如として視界が暗転した。

















５．王女様に囚われて濡れる私












「……なんて、愚かな子！　身分は低いくせに、世間知らずのお嬢様育ちなのね！」

「その通りでございますね。私のことをこんなにまで信じて……ふふふ」

「あら、あなたも芝居小屋の女優よりも演技がうまかったわ。お陰で、私たちの計画も順調に進みそうよ」

　意識が戻ると、私の耳に入ってきたのはそんな会話だった。

　薄目を開けると、王女様と……そして、アンヌが二人そろって笑っている。

（えッ、どういうこと……!?）

　たった今、自分が聞いたことの意味を理解するにつれて頭が痛くなった。

　だって、アンヌは城に来たときから信頼できる仲間だと思っていた。王女様にいいように使われようとしている私を、心配してくれて同情してくれたのに。

「父親が病気という身の上は気の毒ですが、王子様の妃になったことでそれも帳消しですわね。身の程知らずという言葉は、彼女のためにあるようなこと」

「そうよね、アンヌ。本当はあなたがアルフォンスに気に入られていたら良かったんだけど。そう言えば、あなたが宮廷に入ったのも王子の目に留まりたいから……だったわよね」

「……本当に、残念でございます。この娘に先を越されるだなんて！」

　アンヌはそう言うと、こちらを振り向いて睨んでくる。

　すると、寝たフリに失敗した私を見ると、彼女は悪びれずに言った。

「あら、起きていたのね！」

「……アンヌ」

　悲しそうに眉を潜める私に、アンヌは薄笑いを浮かべている。

　身じろぎをした瞬間、聞こえたのはジャラリという金属音。冷たい鉄の手枷によって、いま自分が拘束されていることを知った。

　さっきまでいた部屋とは明らかに違う、薄暗くて湿気がこもる場所――微かに斜めになった石壁に、私は磔のような形で両手を戒められている。

　まるで罪人のような扱いに、背筋に冷や汗が流れ落ちた。

「ここは、いったい……」

「まぁ、当然の質問よね？　私から答えて差し上げるわ」

　と、王女様は艶やかな笑みを浮かべた。

「……ここは、離宮の地下にある秘密の部屋よ。この館を作った国王は、女性をいじめるのが大層お好きだったようでね。そうした趣味を理解してくれる愛人をここに吊して、毎晩のように嗜虐的な趣味を満足されたそうよ」

「嗜虐的って……!?」

「その質問には、あなたの体で実感してもらおうかしら？」

　彼女の声は、興奮のためか微かに掠れていた。

　悪趣味な部屋の壁には、色々な長さの黒い棒が吊されている。その中から、王女様が手に取ったのは一番短いものだ。先端が枝分かれした黒い革が、ランプの灯りに妖しく光った。

「これは、こうした遊びが初めての相手に使うものよ。私が特別に作らせたの」

「えっ……!?」

　逃げようともがく私の頬を、アンヌが打った。パシッという音とともに、顔にひりひりとした痛みが走る。

「あら、アンヌってば！　いくらなんでも、顔はダメ。この子には、まだ利用価値があるんだから」

「申し訳ございません、王女様」

「わかれば結構。じゃあ、始めましょうか」

　王女様は恐れおののく私に、一歩ずつ近づいてきた。

　与えられた痛みは、屈辱の序章に過ぎなかった。傍らに控えていたアンヌは、容赦なく私のドレスの裾をめくる。ペチコートをはだけて、ドロワーズにまで手をかけてくる。

「あ、イヤッ……！」

　拒絶も空しく、いつの間にかドロワーズも取り去られた。ドレスの裾をまくり上げられると、私の太腿や淡い金色で覆われた秘部は、二人の好奇の視線に曝されることになった。

「やっぱり、美しい体をしているわね……アルフォンスが妻に望んだのもわかる気がするわ」

　薄笑いを浮かべながら王女様は私の下肢に、手にしていた短い鞭を何度か振り下ろした。

　バシッ、バシッと大きな音がして、私の白い肌に衝撃が走る。先が何本にもわかれているせいで、一箇所ではなく太腿全体に鞭の先が絡みつく。

「……あぅ、痛いっ!!　おやめ、くださいませっ！」

　鞭に苛まれて泣き叫ぶ私を、王女様は哂った。

「何を言っているの？　これが痛いですって？」

「ひっ……！」

「そんなに、痛くないでしょう？　この鞭はね、本当の初心者向けだから跡も残らないのよ。だって、先の部分は柔らかい羊の皮にしてあるの……痛がりさんを調教するには一番いいわ」

　そう笑いながら、王女様は鞭をふるい続ける。右から左から、色々な角度や強さで打ち続けた。

「あ、あうぅ……！」

　王女様が言う通りで、音が大きい割には激しい痛みはない。先端が何本かにわかれているからか、素材が柔らかいからかはわからない。

　強く打たれればたしかに痛いけど、ゆるりと撫でられるとそれもまた別の意味で苦しかった。

　太腿の周辺を革の感触で責められると、肌の奥に言いようのない疼きが生まれてきて……。

「あ、いや、もう……っ」

　私は鞭から逃れるように、下半身をくねらせる。

　その変化を見て、王女様は勝ち誇ったように聞いてきた。

「ふふふ……痛いとか言っていたのはどうしたのかしら？」

「王女様の鞭さばきは、一流ですから。ブロア侯爵が忠誠を誓うのも、納得でございます！」

「あら、シャルルは昔から私の忠実なしもべよ？　あんなに愛らしい男、この世で他にいないわよ」

　そう言いながら、王女様は鞭の柄の部分で下肢の繁みをなぞった。痛みにも増して堪えがたい性的な刺激が生まれて、私は苦悶に呻いた。

「ん、ぅ……っ！」

「いい声じゃないの。気に入ったわ」

　目の前にある、真っ赤な唇が三日月のような形に吊り上がる。魅惑的な黒い瞳には、あやしい光が宿っていた。ブロア侯爵が彼女に心酔する気持ちが、ようやくわかったような気がする。

　もし、つながれていない状態だったら平伏していたかもしれない。王女様には、それほどの圧倒的な威厳があった。

（で、でも……私には、アルが……！）

　妖力か魔力が宿っているような眼力から逃れたい。その一心で視線を伏せる。

「あら、恥ずかしいのかしら……？　自分の欲望に、もっと忠実におなりなさいよ」

「はぁ、うふっ……ん、んんっ」

　王女様は床に鞭を放って、私の秘められた花園を指先でなぞった。

　彼女の手を覆っているのは、白い薄絹の手袋。そのなめらかな感触で、そろりと撫でられると体の芯に明らかな欲望の炎が点った。

「ふふ……あなた、王子に抱かれたことがあるんでしょう？　そして、放置されているんじゃない？」

「あ、うっ……ん」

　図星を指されて、泣きそうになった。

　王女様は、さらに私の肉体を煽ってくる。興奮に硬くなった花芯をグリグリといじられ、私は小さな悲鳴をあげた。

「……はしたないほど、濡れているわよ。男の愛撫に飢えている証拠だわ」

「ん……っ！」

「あら、新鮮な反応。アルフォンスなんてただの堅物だし、やめておきなさいよ。私のほうが、あなたを気持ちよくしてあげられるわ。だって、感じる部分が同じなんですもの……」

　と、さっきアンヌに打たれた頬を撫でながら、王女様は私の唇を奪った。

　ぽってりと肉感的な唇は、見た目によらず体温が低かった。なにもかもが、アルフォンス様との口づけとは違っている。

　舌先の細やかな動きは女性ならではで、されるがまま私は彼女に翻弄されていた。

「ん……っ」

　ねっとりとキスをされたまま、花園には彼女の指先が忍び込んでくる。

　十分に濡れたその部分は、痛みを感じなかった。むしろ、肉体は誰かに触れられる悦びに打ち震える。

「い、いやっ」

　理性から発せられた拒絶は、弱々しい。そんな私を、王女様は哂った。

「なぜ、いやなの？　気持ちいいんでしょう？」

「あ、あんっ」

　巧みな指淫に、呆気なく酔わされて流されていく肉体が恨めしい。

　すぐに私のいい部分を捉え、緩急をつけてゆっくりと刺激してくる。

「あ、ああ、あ……っ!!」

　男性の熱い昂ぶりに突かれるような、征服されるような感覚はない……が、同じ性別を持つ彼女の愛撫は、一瞬の無駄さえもなかった。

「あ、んっ、そんなぁ……！」

　グシュリグシュリと、湿った音と私の喘ぎが部屋に響く。

　拘束されて手を戒められている状態では、この底抜けの快楽から逃れることはできなかった。

「アンナ、あなたも手伝ってちょうだい。ローラに女の楽しみを教えてあげるのよ」

「はいっ、王女様！」

　傍らで主から辱められる私を見ていたアンヌは、自らの髪留めを使って私のドレスの裾を手枷の金具に括りつけた。

　両手が自由になった彼女は、王女様に加勢した。私の首筋を唇で愛撫して、ねっとりとした手つきで大きな胸を揉んできた。

　ドレスの隙間から手を入れられて、直接触れられると地獄のようにつらかった。

　こんな風に感じたくはないのに……アンヌには乳首を責められて、王女様は花園を穿ってくる。さっき鞭で打たれたときに肌に残った疼痛が、与えられる性的な刺激を何倍にも増しているようだ。

「あ、あう……もぉ、や、めて……」

「……やめて、ですって？」

　アンヌは私の耳朶を噛みながら、耳元に囁いた。

「何を言っているの、気持ちいいくせに。王女様と私に愛されるなんて、光栄だと思いなさいよ」

「あ、ん、うぅ……！」

　複数箇所を同時に刺激されて快楽に酔い、屈辱に呻き続ける。

　二人の女性の細い指と、施される繊細な愛撫。アルフォンス様との性愛に渇いている私には、それらは残酷すぎる仕打ちだ。

　気持ちではイヤなはずなのに、肉体はこの上ない悦びを感じていた。

（アル……！　私は、あなたがほしい……のに……！）

　肉体を責められながら、想うのは彼のこと。だって、彼は私自身が持つ欲望というものを初めて気づかせてくれた人だから……。

　たった一晩、体が壊れそうなほど愛された。でも、その後は、戯れのように触れられた記憶しかない。

　でも、それでもいいと思った。だって、彼は父のことを約束してくれたから。王女様もブロア侯爵も、誰も父を助けるってきちんと言ってくれなかった。

　だから……いや、それを含めて彼が恋しい。王女様に拘束され、アンヌに弄ばれても心は揺るがなかった。

　でも、体は揺さぶられまくりで……。

「あぁ、あうっ……」

「かわいいわ、ローラ。お前も、シャルルと一緒に私のしもべにおなりなさいよ」

「ん、ん……っ」

「あなたを放っておく王子なんて捨てておしまい。私たちが、ずっといいことをしてあげる……もし男がほしければ、シャルルを貸してあげてもいいわ」

　楽しみのためなら、恋人であるブロア侯爵を誰かに与えることもいとわない。恐ろしいことを提案する赤い唇は、再び私の唇を啄んだ。

　私を肉体的に屈服させ、国王もアルフォンス様もこの世から抹殺するつもりなんだ。

　アンヌは、さっき真実を教えてくれていた。王女様にとって、侯爵はただの手駒の一つだということを……もしかしたら、恋人とも思ってもいないのかもしれない。

　怪訝そうな私の視線を感じると、王女様はさらに指の律動を速めた。

「あ、ああん、はぁ、んっ」

「世間で悪いって言われていることをするのは、蜜の味なのよ……世の中には、楽しいことがたくさんあるわ。これから、じっくり私が教えてあげる……」

「は、ふぁ、んっ、あぁっ……ッ！」

「いい顔ね。さぁ、気をやっておしまいなさい」

「……あ、あああ、あ、ん……っ!!」

　その瞬間、王女様の巧みな愛撫によって私は陥落した。

　ビクビクと花園を痙攣させる私を、二人はニヤニヤしながら見守っていた。

「さぁて、どうしましょうねぇ……アンヌ。もっと、この子を二人でかわいがってあげる？　後で、シャルルがここに来ると思うけど」

「せっかくですから、侯爵様もご一緒に」

「そうね。この子、どうせアルフォンスしか知らないんだろうし、あの世に行く前にもう一人くらい味あわせてあげるのもいいわね」

「まぁ、イヴォンヌ様は慈悲深いお方ですわ」

「それまで、もう少しいたぶってあげようかしら。長い鞭を取ってきてちょうだい」

（あの世に行く前って……！　やっぱり、私、王女様に殺されるの？）

　肉欲の炎が収まると、生命の危険に慄いた。

　アンヌが持ってきたのは、御者が馬を打つような細い鞭。そんなもので打たれたら、怪我をするに決まっている……もしかして、罪人のように打ち続けて殺すつもりだろうか？

　家畜のように扱われようとする悍ましさに、思わず震えが走った。

「あら、期待しているの？　大丈夫よ。最初から、ひどくは打たないわ」

「王女様が本気になったら、大の男でも失神しますからね」

「アンヌったら！　私、誰も殺したことはないわよ。二目と見られない醜い傷を残したことは何度もあるけどね。でも、それも私なりの調教の一つだわ」

「そ、そんな……」

　動揺している間に、王女様は石畳の床に向けて鞭を打ちつけた。

　さっきの鞭が遊びだというのが頷けた。今度の鞭は、空を切る音が違う。石を打ちつけるパシッという音とともに、王女様の赤い唇に嗜虐的な笑みが浮かぶ。

「どう思うかしらねぇ、あなたの大事な王子は？　この白い太腿に、浮かぶ赤い痣を見たら……」

「い、いや……！」

「特殊な趣味を持つ誰かと不貞を働いたって思うでしょうね……私が証言してあげましょうか？　シャルルを、あなたが私から奪ったって」

　私は首を横に振り続ける。

　もし傷を負ったら、アルフォンス様は哀れんでくれるかもしれない。でも、それがブロア侯爵との性愛で痛めつけられたと誤解したらどうだろう？　もともと、彼はブロア侯爵との関係を疑っていた。私を信じてくれればいいが、そうじゃない可能性もある。

（それに……）

　私は王女様が手にしている鞭が恐ろしかった。

　さっきの短い鞭は疼痛程度で済んだものの、今回は本当に気絶するほどの激痛を与えられるかもしれない。それを考えるだけで、空恐ろしい心地がした。

「あぁ……王女様、お許しを……！」

「許しを請うなんて生意気よ！　私に逆らったことを、後悔するといいわ」

　震える私に狙いを定めて、王女様は微笑みながら鞭を振り上げた。

「きゃあっ……！」

　恐怖に悲鳴をあげた瞬間、目を閉じた私の耳に聞こえたのは微かな足音。

（ブロア侯爵かしら……？）

　そう言えば、王女様は彼が後でここに来るって言っていた。

　でも、それは何の慰めにもならない。ブロア侯爵が現れたとしても、王女様の蛮行を止めることはしないだろう。むしろ、面白がって私をもっと辱めるかもしれない。

（ああ、神様……！）

　絶望的な気持ちで、私は神にひたすら祈った。










　――バンッと大きな音をたて、木の扉が開いた。

　私の視界に飛び込んできたのは、怒りを露わにしたアルフォンス様の姿。ここにはブロア侯爵しか訪れないと思っていた私には、うれしい驚きだった。

「アル……！」

　名を呼ぶと、アルフォンス様は私の有り様を見て一瞬怯んだ。

　そりゃあ、そうだろう。だって、こんな場所で自分の妻が拘束され、罪人のように吊るされているだなんて……。

　彼は視線を自分の姉に移すと、表情に怒りが浮かび上がる。

「姉上……我が妃を傷つけるなど、いくらあなたが王女でも許されない行為ですよ」

　低いがよく通る声でなじられて、王女様は眉を吊り上げた。

「あら、私たち遊んでいただけよ！　なにを勘違いしているのかしら？」

「しらを切るおつもりですか？　でも、あなたの恋人は証言してくれましたよ」

　アルフォンス様の背後に控えていたヴァレスが、胴をぐるぐる巻きに縄で縛られたブロア侯爵を王女様の前に突き出した。

「シャルル……！　あなた、なにを言ったというの!?」

「もっ、申し訳ございません！」

　大貴族の威厳はどこへ行ったのか。ブロア侯爵は眉をハの字に落として、王女様の前で膝を折った。

　石の床に頭をつけて謝る様子は、王女様と彼の力関係をよく表していた。

「ブロア侯爵家の名誉のために言っておきますが、彼は最後の最後まであなたを庇っていましたよ。私の妻に渡したあやしげな酒や媚薬の鑑定結果を見せられてもね」

「薬……！　鑑定って……！」

　途端に、王女様は表情を曇らせた。

　初夜のための媚薬だと言われて、侯爵から渡された小瓶。何かの証拠になると思って、それを丸ごとアルフォンス様に渡していた。

　その鑑定結果が、そんなに早く出るなんて思ってもいなかったけど……。

「だが、あなたはローラを拉致して脅した。傷を負わせようともしている」

「だから、なんだっていうの？　この娘は貴族出身でもないし、もともとは私の侍女だったのよ！　私がちょっとした遊びの相手にしたって問題ないでしょう!?」

　ヒステリックに喚く王女様に、アルフォンス様は無言のまま懐から短銃を出す。

「ローラは、私の妻になった時点で王族の一員。ということは、あなたが今行ったことは王族に対する傷害の現行犯、そして殺人未遂……それ以外にも、いくつもの罪で訴えられることになるでしょうね。一番重い罪は、国王陛下に対する暗殺未遂です」

「くっ……」

　悔しそうに、王女様は唇を噛んだ。

　彼女の剣幕に怯むことなく、アルフォンス様は銃口を彼女に向ける。

「ただ、私は……自分の妻に対する侮辱を許せません。ここで私的制裁を与えることで、すべてを終わりにしてもいい」

　脅しをかける彼に、王女様とアンヌの二人から悲鳴があがった。

「王太子殿下……それだけはご容赦を！　イヴォンヌ様を殺すのなら、私を先に亡き者にしてください！」

　と、アルフォンス様の足元にブロア侯爵がにじり寄った。

「ふむ……王族と有力貴族の二人に私的制裁を与えるのは、いくら私の立場であってもいささか荷が重い」

　アルフォンス様は肩を竦めて、銃口をゆっくりと下ろして、私のほうを見た。

「ローラ、お前の意見を聞こう。ここで俺が二人を殺すのがいいか、正式な裁判を受けさせて今後の処遇を決めるか……どんなに刑が軽くなっても、一生牢獄の中で過ごすことになるのは変わらないが」

　突然、二人の運命を委ねられた私だが、もともとは修道院で人の命を助ける役目を担っていたことがある。だから、迷うことなく言った。

「裁判を受けていただきたいです……！　償いの気持ちがなければ、もし死んでも地獄にしか行けないでしょう。それでは、どんな罪を犯した人でも可哀相です」

「……お前なら、そう言うと思った」

　小さく呟いて、アルフォンス様は苦笑した。

「アンヌ！　ローラのドレスを整えて、今すぐ手首の拘束を外すのだ。お前の処遇は、後日考えよう」

「は、はい……！」

　目の前に繰り広げられる光景に呆然としていたアンヌだったが、慌てて私のスカートを直し、命じられた通り手枷を外してくれた。

　久しぶりに、足が地面に着いた。それまで、死の恐怖と抱き合わせの異様な快楽に翻弄されていた私は、ようやく日常に戻ったことを知って緊張感から解放された。

「イヴォンヌ姫を城の東塔へお連れしろ！　くれぐれも丁重な扱いを忘れずに！」

「はい、王太子殿下！」

　後ろに控えていた衛兵たちが、瞬く間に王女の手に枷をはめて部屋から連れ出した。

　それまで膝を折っていたブロア侯爵はのろのろと立ち上がった。途方に暮れている様子のアンヌも、うなだれながら女主人の後に続く。

「同じ牢はさすがに無理だが、せめて隣同士にしてやれ」

　そう従者に指示を出してから、私に近づいてくる。

「助けてくださって、ありがとうございました」

　涙腺が緩んで泣きそうな顔をしている私に、アルフォンス様は事務的な様子で返事をした。

「礼を言われるようなことはしていない。当然のことだ」

「でも……」

「お前が協力してくれたことには、感謝している。先日約束した父上の薬は、なるべく早く用意しよう」

「ありがとうございます……！」

　アルフォンス様はうっすらと微笑むと、残る衛兵たちを連れて部屋を出ていった。

　一人残された私は、王女様の陰謀の呆気ない幕切れに呆然と立ち尽くしていた。
















６．真実の愛を見つけて












　――それから、色々なことがあった。

　国王暗殺計画の実行犯としてイヴォンヌ姫とブロア侯爵が逮捕されたものの、王室の不祥事に当たるために秘密裡に処理された。

　マルベリー伯爵邸で実行予定だった国王の暗殺計画を書いたメモや、そのとき使うはずだった侯爵のお手製の毒薬が押収されたとあっては、二人を野放しにしていくわけにはいかない。

　ただ、実の娘を裁判にかけることだけは国王陛下が猛反対した。宮廷で権威を持つことが問題なので、『王都から離れた保養地での軟禁』という何とも緩やかな処罰に落ち着いた。

　表立っては、イヴォンヌ姫は体調を崩したため田舎の領地でしばらく静養し、彼女の恋人と噂されるブロア侯爵は国王陛下の命令で東方に薬学を学びに行く、という理由で二人の不在を説明することにした。






　そして今……宮廷で与えられた美しい部屋で、私は自分の荷物をまとめている。

　侍女にやらせればいいことだけれど、そうすると私が城を出て行こうとしていることがわかってしまうから。

「それは、困るからなぁ……」

　と、私は独り言を漏らした。

　誰にも知られず、誰にも見られずに去りたかった。

　だって、早く元気になった父に会いたいから……。






『お前の父の薬は、俺が何とかする』

　その約束通りに、アルフォンス様はその病の特効薬を作ってくれた。

　しかも、驚くべきことにヴァレスと二人で薬を煎じてくれたのだ。

　実は、ヴァレスはアルフォンス様がかつて滞在していたヴァルナ山脈にある薬草園の家の一人息子だった。ゆくゆくは地元に戻って、薬師である親の家業を継ぐ予定だという。そのため、簡単な薬であれば何も見なくても作ることができるし、作り方さえわかれば特殊なものも処方できるそうだ。

　マジレナ王国の薬師の技術レベルは、ナヴァラよりも格段に高い。その上、ヴァレスの父親であるヒルナー氏は地元で最も信頼されている薬師で、どんな難病の薬も処方できると言われているそうだ。

　私の父の薬についても、王子自らヒルナー氏に問い合わせてくれた。ヒルナー氏は地元を離れることはできないが、息子と王子に宛てて父の薬を処方するのに必要な薬草と作り方を書いた手紙を送ってくれた。

　それを受けて、王子とヴァレスの二人が裏庭の小屋で薬を煎じてくれた。

　そして、できあがった薬はヴァレスが直接、辺境で闘病中の父のもとへと届けてくれた。

　それがちょうど、二週間前の出来事。

　ヴァレスは薬師の息子の役目として、毎日の服薬指導を引き受けてくれた。しかも『レヴェック隊長が復職するまで、王都には戻りませんから！』と主と私に約束して出て行った。

　その後、モリディール先生からの手紙によると、父の病状は日に日に回復に向かっているという。新たにもたらされた良いニュースに、私はいても立ってもいられなくなった。

　だから……私は辺境地域に、今日旅立つつもりだ。

　もともと、王太子妃と呼ばれるにはふさわしくない身分。これまで与えられた宝石やドレスのすべてを置いていくつもりだ。結婚式でもらった黄金の指輪や、大きな宝石が輝く髪留めも、机の上に置いた。

　そして、クローゼットの奥から自分がもともと着ていた水色のドレスを出した。

　それは何年も着ている大事なもの――ほつれを自分でつくろいながら使ってきた。亡き母が生地を選んで、仕立ててくれたものだから。

　もちろん、侍女が洗濯しているから埃や汚れはきれいになっているはず。ただ、美しい絹のドレスに目が慣れてきたせいか、清潔なはずの自分の持ち物がいやにみすぼらしく感じてしまう。

「だめよ、ローラ！　私に似合う服は、このドレスしかないんだから！」

　自分に言い聞かせるように、私は鋭く言った。

　この環境にいて贅沢に慣れるのは仕方ないことだ。しかし、所詮は借り物。いつかは返さなければならない。モンタギュー伯爵家から借りた名前も、王太子殿下との結婚で得た名前も、そのことで与えられた高価なものはすべて。

　だから、決断しなければいけなかった。これ以上、自分の今の境遇が惜しくなる前に……。

　王女様とブロア侯爵がいなくなった宮廷は、何事もなかったように穏やかな空気に満ちている。貴族たちは噂話に興じている。その話の端々に、イヴォンヌ様の名前が出てくる。実は隣国の貴族と駆け落ちしたのではないか、とか、東方でブロア侯爵と結婚したのではないか……と様々な憶測を呼んでいる。

　その真実が明らかにされるのは、きっと随分後の話だ。

　その頃には、ここにいる貴族たちは代替わりして、私はきっと……修道院の片隅で、自分が王都にいたことを懐かしく思い出しているだろう。










　平和な暮らしは心地いい。しかも、今日はすごくいいお天気だ。

　私以外に誰もいない部屋は、明るい陽射しが窓から入り込んでくる。こんな風に心地よくて、静寂に包まれた空間に慣れてしまうと、これから先がつらくなってしまう。

　辺境地域への旅は、乗り合い馬車を使うしかない。座席は板張り、揺れるたびに隣に座る人の肩が当たって、まどろむことさえできない劣悪な環境だ。

　だから、せめて今だけは、快適な部屋を独占できる贅沢を堪能したい。

（それくらい、神様だって許してくれるわ……）

　溢れる光に魅せられて、私は窓際に行った。

　窓の外に広がる空は青く、雲一つない快晴だ。裏庭の緑が色鮮やかで、私の目を楽しませてくれる。薔薇の季節は過ぎてしまったが、色とりどりの花が彼方に見えた。

　こんな環境に身を置くことは、これからの人生でもう二度とないことだろう。

　たぶん、私はもとの修道院に戻って清貧の教えを守りながら生きていく。神への献身と神を頼ってくる人々への奉仕を、一生をかけて続けていくはずだ。

　それは苦痛ではない。むしろ、喜びだった。

　自分には、そういう生活が合っていると思っていたから。

（……もう、二度と男の人を好きになることはないのね）

　そう思うと、不意に胸が苦しくなった。

　この城で運命の相手と出会い、初めてのときめきを意識すると同時に、なぜか彼と婚約をすることになった。

　それは私の命を守るためだけの契約結婚……でも、彼は私を恋人のように抱いた。

『女は愛情が深い生き物なのよ。初めて愛した相手のことは、ずっと忘れないわ』

　昔、母がそう言っていたっけ。

　初めて愛した相手がいつも傍にいてくれない人でも、母は待つ選択をした。そんな母を私はうらやましく思う。だって、二人の間には夫婦の絆や愛情が存在したわけだから。

　……だからこそ、私は寂しいんだ。

　アルフォンス様は私を哀れんで、結婚してくれた。でも、王女様とブロア侯爵が逮捕されたことで、私の命の危険は解決している。ブロア侯爵が後見人だった私には、二人が犯した罪を知る一部の王族の疑惑の目が向けられている。

　そんな私と結婚生活を続ける意味は、アルフォンス様にとって何一つない。

　だったら、私はもうここにいる必要はない。私がいることで、彼が不利益を被るなら去ったほうがいいに決まっている。

　これまでのお礼を書いた手紙を、昨日、泣きながらしたためた。彼からもらった宝飾品とともに、書き物机の上に封をして置いてある。

　明日、私がいなくなったら侍女が見つけて、アルフォンス様に渡してくれるだろう。

　そうは思っても、心残りはある。この城で彼に触れられた記憶の一つ一つが、肌の奥深くに残っている。

　それは私を苦しめることもあった。一人で寝るにはこの城のベッドは大きすぎて……彼が訪れない夜が続けば、微かな肉体の疼きが切なさを煽る。

（はしたない……）

　そんな風に自分を恥じる夜が明けて、翌朝にアルフォンス様の顔を見ると自己嫌悪に陥った。心の奥底にくすぶる想いをあきらめるには、一刻も早くここを出発したほうがいい。

　私はそう思って、旅立ちの日を早めることにした。

「さようなら、アル……」

　彼への別れの言葉を口にする。

　その次の瞬間、ノックもなしに部屋のドアが開く音がした。

　振り向いた私の目に飛び込んできたのは、いま一番会いたくない人物だった――。

「アル……!!」

　名を呼ぶと、胸が苦しくなった。

　誰よりも愛しくて、誰よりも憎いと思った人。愛してもいない私に性の悦びを教えて、その後は抱こうとしてこなかった酷い人。独りでいることの辛さを、私に教えた人だから……。

「来ないで」

　私の懇願を無視して、彼はためらいもなく部屋に入ってきた。表情には、微かに怒りが滲んでいる。

　寝台の上に置かれた荷物に気づくと、冷ややかな目で見下ろした。

「なんだ、これは？」

「え、あの……」

「城を出て行くつもりじゃないだろうな？」

　詰め寄られると、嘘をつくのが下手な私は何て答えたらいいのか考えあぐねる。

　その沈黙を肯定と取ったのだろう――彼は旅行鞄を掴むと、鍵を開けて勢いよく中身を床の上にぶちまけた。

「あっ……！」

　私の目の前で、城に来る前に使っていた下着類や、粗末な綿のドレス、身の回りの品々が絨毯の上に散乱した。

「……やっぱり、な。平民の服ばかりだ」

「えっ」

「お前は、この城と王太子妃の地位を捨てるつもりだろう？」

　そう言われると、返す言葉さえも見つからなかった。

　ただ、それには少し違和感がある。だって、そもそも私とアルフォンス様とは神の祝福を受けて結婚したわけではない。

　互いのメリットのための契約結婚――だから、陰謀のすべてが解決した今、続ける意味がないはずだ。

「あなたには感謝しています。私の命を救ってくれて、私の父の病気も治してくれました。でも……」

「でも……なんだ？」

　アルフォンス様は不機嫌そうに私の言葉を促した。

「私はもう、あなたにとって何のメリットもない女です。そもそも貴族でもないし、ブロア侯爵がいない今は後ろ盾もいません」

「だから？」

「このまま私がここにいても、あなたにとって害にしかなりません。私と離縁して、あなたにふさわしい誰かと結婚してください」

「……はぁ!?　お前は、俺を捨てるつもりか？」

　珍しく感情を露わにして、彼は私に詰め寄った。

　窓際にいた私は、その剣幕に気圧されて一歩後退った。木の窓枠が、腕にひんやりとした感触を与えた。

（……私が、彼を捨てる……？）

　彼の言葉に、私は再び違和感を覚えていた。

　だって、誰かを捨てるなんて、男に愛されている女がすることだ。形式的に妻になっているだけで、彼から愛されてもいないのに。

「捨てるだなんて、そんなこと……」

　混乱して続けた声を、彼は口づけで塞いだ。

　気が遠くなるほど長いキス――激しく舌を吸われ、唾液がこぼれ落ちるほどに口の中を舌でまさぐられる。

「んっ……」

　息苦しさと同時に、どうしようもない愛しさが込み上がってくる。

　本当はこんな風に揺さぶられるのは良くないことだ。理性では、わかっているのに……。

　だって、そもそも住む世界が違う人。彼にはもっと美しくて身分の高い女性が似合うのに、こんな私なんかとずっと一緒にいていいわけがない。

『王太子殿下は、ナヴァラのためになるお相手を選ぶと思っていましたからねぇ……』

『あら、皆さんそう思っていらっしゃるわよ』

『本当に、残念ですわ。外国の姫君がこの宮廷にいらっしゃるのを楽しみにしていたのに』

　貴族たちが、聞こえよがしに話しているのを何度も耳にした。

　女王陛下のサロンで……そして、夜会や晩餐会で。それが宮廷の意向だと、私に知らしめたいとでも言うように。

　その度に、私は怒りを感じるどころか、心から申し訳ないと思った。契約結婚なんて愚行をさせてしまったアルフォンス様に、騙している貴族たちに……そして、何より祖国であるナヴァラ王国に。

（私がここを去れば、彼はもっと素敵な人を選べる……）

　そんな心の葛藤をさらに掻き乱すように、彼は私の腰を抱き寄せてくる。

　薄絹のドレス越しに、彼の熱が浸食してくる気がして苦しかった。

「あ、だめっ……」

　キスだけじゃ終わらない予感に、慌てて彼の腕から逃れようともがく。

「やっぱり、そうだ」

「えっ」

「お前は、俺から逃げようとしている」

　そんなつもりじゃないのに。彼の今後を考えての決断なのに……。

　私の気持ちは、本人にはなかなか伝わらないようだ。それどころか、彼の怒りを煽っている気さえする。

「俺から、ずっと離れられないようにしてやる……！」

　怒気が感じられる声で囁くと、彼は私を窓枠に座らせた。

　ドレスの裾をめくり、ドロワーズを脱がせると、彼は私の前にひざまずいた。

「あ、いやっ！」

　両膝をこれ以上ないほどに開かされ、花園が彼の目の前にさらされた。

　その様子を凝視されると、体中が火を点けられたように熱くなる。

「濡れてる……もう、びっしょりだ」

「やめて……」

「キスだけで、こんなになるのか？　この前も、姉上にいじられて感じていたんじゃないのか!?」

　王女様に囚われたときのことをなじられて、悲しい気持ちになった。

　囚われて生命の危険さえ感じていた。それがなぜあのように昂ぶってしまったのか、今でもわからない。あんな変質的なことをされて、エクスタシーまで感じてしまうなんて……。

　だから、彼の言葉を否定することも肯定することもできない。誰に触れられても感じてしまう淫乱な体質なのかもしれない。

　私が心の底から望んでいるのは……本当に抱かれたいと思っている相手は、ただ一人だけなのに。

「あ、あぁ……っ！」

　入り組んだ花弁の中心に濡れた感触を与えられて、私は身悶えた。

　彼にそこを舐められると、それだけで達してしまいそうになる。

「もっと、ああ、んっ……！」

「……ずいぶん、良さそうだな」

「あ、ひっ！　ああ、あ……んっ！」

　花襞の中に指を埋められ、昂ぶりにぷくりと膨らんだ花芯を歯で噛まれると、体中に甘い痺れが走った。

「あ、んんっ……！　あっ……!!」

　彼の指と舌技で呆気なく昇りつめた私を、彼は軽蔑したように見上げていた。

「ローラ、お前は本当に淫乱だな。誰に触られても、こんな風にすぐに気をやってしまうんだろう」

「ひ、ひどい……」

　あまりの言葉に、私は泣き始める。

　肉体から悦びが去ると、心が一気に冷え込んだ。誰に蔑まれてもいいけれど、自分が想う相手に軽蔑されるのはひどくつらい。

　そんな私を見上げながら、彼は首を傾げた。

「……ひどいのは、どっちだ？　俺は、お前に色々してやったはずだ。お前の父親のことだって、どうにか薬を作って送り届けてやった。なのに、その恩を忘れて、ここを出て行くだなんて」

「……父の件は、感謝しています。だから、手紙を……」

　説明をしたつもりだが、言い訳にしか聞こえなかったらしい。

　彼の苛立ちは募りゆくばかりだ。

「それはな、感謝の手紙じゃない。離縁の手紙の間違いだろう！」

「え、離縁って……王女様の件が終わったから、あなたにとって私には利用価値なんて残ってないんじゃ……？」

　これまでずっと、胸につかえていた疑問だった。でも、口に出してみると、なぜか悲しい響きがした。

　私の言葉に、彼は呆然としたように目を見開く。

「……ローラ……お前……」

　呟きながら、ゆっくりと彼は立ち上がる。

　そして、呆然とした口ぶりで、彼は私に告げた。

「すまん……俺は、大事なことを伝えていなかったのかもしれない」

「大事なこと……？」

　美しく澄んだ緑色の双眸が、私の視線を避けるように伏せられる。

「俺は……お前を愛している。だから、お前に求婚した。あのとき、『契約結婚』なんて偉そうなことを言ったのは、自分が傷つくのがいやだったからだ」

「……えっ!?」

　彼の言葉に、思わず唖然とした。

　今まで、そんなこと一度も言われたことはなくて……現実かどうか確かめたくて、思わず自分で自分の頬をつねった。

「いたっ！」

　夢ではない証拠に、頬に痛みが走る。

（……現実なの？　ってことは、私を愛してるってこと!?）

　そんな馬鹿な真似をしている私に、彼はクスッと笑った。

「ローラ、馬鹿だな。なんで、そんなこと」

「だって、夢みたいで……」

「夢みたいって……それは、お前も俺のことを好きだということだな!?」

　ガシッと肩を掴まれて、再び私は彼の口づけを受け入れていた。

　長いキスに、体よりも心が疼いた。

　肉親という枠の外にいる相手が、『愛してる』と言ってくれる。そして、その人がいま私にキスしていることの幸せを噛みしめていた。

　ずっと、誤解していた。彼をいくら好きになっても、所詮は利用され、弄ばれるだけ。そう、ずっと思い込んできた。

「もう、待てない……ほら、こんなになってる」

　艶のある魅惑的な声が耳を掠め、彼は私の手を自身の下肢に導く。

　天鵞絨に覆われたシンボルが、硬く大きく変化して、柔らかな生地を押し上げているのがわかった。

「すごい……」

「……だろう？　お前の中に早く入りたくて、ウズウズしてる」

　服を脱がないままで、彼は私の花園に腰を密着させてきた。

　ゆっくりと擦るように動かされると、さっき達したばかりなのに炎のような情欲が湧いてくる。

「あっ……」

　アルフォンス様に唇を啄まれ、感じる部分を刺激されて私は悶えた。

　布地越しに彼のシンボルが蜜園を乱そうと動くと、思わず喘ぎが漏れてくる。

「気持ちいいか？」

「ん……」

　じわじわと、まるでさざ波のような甘い快楽が続く。でも、それは随分ともどかしいものだった。

　もっと、彼の体温を感じたい……激しく、内側から揺さぶられたい。あの初夜の晩のように、気絶するまで抱いてほしい、と私は渇望した。

　言葉にするにはためらわれるその願いを、嘲笑うかのように彼は私の表情を眺めた。

「お前は、どうしたい？」

「……え」

「いつも、俺ばっかりだ。俺が激しくお前を求めていて……お前がどうしてほしいのか、今もよくわからない。俺はお前が欲しすぎて、加減がわからなくなってしまうんだ」

「も、しかして……」

　彼が私を愛しているのが本当だったら……彼は、ずっと今まで我慢していてくれたんだろうか？

　――初めての夜、獣のように何度も抱かれた。男を知らぬ無垢な体で、夜明けまで抱かれるのは、たしかに肉体的な苦痛がないわけではなかった。

　その後、彼はそんな風に振る舞うことはなかった。まるで本当の夫婦のように、手をつないで庭園を散策した。そして、その後は薬草の瓶に囲まれた小屋で、私だけ高みに昇らされて……。

　そんな記憶を辿ってみると、彼は私に遠慮していたのかもしれない。私の『初めて』を、あんな形で奪ってしまったことを後悔していたのかもしれない。

　だから、恥ずかしがっていないで自分の望みを相手に伝えないと……！

「抱いて……」

　そう口にした私に、彼は勝ち誇ったように笑った。

「もう少し色っぽく言ってくれないか？　俺の名前も、ちゃんと呼んでほしい」

「えっ……？」

「そうじゃないと、ずっとこのままだぞ？」

　意地悪なことを言われて、私は泣きそうになる。

　でも、ずっとこのままなんていやだ。せっかく、私のことを好きになってくれる人が現れて想いが通じたんだ。すぐに、身も心も愛されたいと思った。

　焦らしてくる意地悪な彼に、私は覚悟を決めた。

「……アル、抱いて……！」

　小さな呟きに、彼はニヤリと笑った。

「ローラ、本当だな？　お前も、俺のことがほしいんだな？」

　頷く私に、彼は衣服をくつろげた。

　久しぶりに見る彼の雄芯は、これ以上ないほどに大きくそそり立っている。興奮を表わすように、先端部分は張り出し、先端からは透明な液が溢れている。

　私のことを、抱きたいと思ってくれている――それが視覚的にわかって、胸が躍った。

「ねぇ……早く入れて」

　心のままにねだれば、前戯もほどほどに彼は己の中心部を当ててきた。

　男性の昂ぶりを受け入れるのは、初夜のとき以来だ。緊張する以上に、彼を感じられることがうれしくて……。

「入れるぞ」

　限界まで猛った彼の分身が挿入され、ゆっくりと確実に私の肉体を拓いていく。彼が深く身を沈めるにつれ、自分の内側から衝動が込み上げてくる気がした。

「あっ……熱いっ、ああ、あ、ん……っ！」

　奥深いところで彼が動き始めると、脳裏に白い閃光が走った。

　彼を放すまい、と無意識のうちに腰がうねる。好きな相手に拓かれる感動と、肉体が満たされる心地良さに花襞がジンジンと疼いた。

「すごい、締めつけだな……」

　少し苦しそうな彼の呟きに、私は一度閉じた瞼を開ける。

　目にしたのは、獣のような激しい瞳……でも、前に私を抱いたときと違って、今は緑色の奥に優しい光が見える気がする。

「愛してる……」

　緩やかに私を責め立てながら、彼は低い声で熱っぽく囁きかけてくる。

　愛の言葉は、私にとって媚薬以上の効力をもたらした。体全体が脈打つように、小刻みな痙攣を繰り返す。

　そんな頂点に至る寸前で、彼は私の体を軽々と抱き上げた。

「はぁ、ん……っ」

　つながり合ったままで、体位を変えられると刺激される場所も変わる。私の反応を試すように、数回、下から何度か突き上げてきた。

「あ、あっ……っ！」

　新たな感覚に身をくゆらす私。

　だが、すぐに彼は私の体を下ろして自身を抜き去った。突然に結合を解かれて、うらめしそうな顔をする私を彼は笑った。

「もっと、してほしいか？」

「……は、い……」

「だったら、俺に尻を向けろ」

　言われるがまま、私は自分のドレスの裾をまくり上げて後ろを向いた。

　初めて抱き合った夜も、色々な体勢で交わり合った。でも、動物のように背後から犯されるのは屈辱的で……その異様な体勢が、よりいっそう私を燃え上がらせた。

「テーブルに手をついて、もっと尻を突き出せ」

「は……はい！」

　言われるがままに、窓のすぐ横にある小さなテーブルに上体を預けて体を屈めた。
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　彼に命令されるだけで、花園からぬるりとした愛液が止め処なく太腿に溢れ出す。感じすぎているのを知られるのは、何よりも恥ずかしい。

　でも、そんな私を……どうしようもなく淫乱な、ありのままの私を見てほしい。そんな倒錯的な感情が、欲望を際限なく加速させていく。

「もっと、足を開け」

「はいっ」

　羞恥に閉じていた足を開き、彼に見えるように上体を屈めた。

　私の花園の形や、蜜が溢れる入口……そして、内側にある細やかな襞のすべてが、彼の視線に晒されていることだろう。

「きれいなピンク色だな……姉上には、どうやってもてあそばれた？」

「……っ！」

「あのとき、姉上は鞭を持っていたな。お前は打たれるのが好きなのか？」

　そう問われて、私はあの日のことを思い出した。

　王女様からいじめられて、たしかに被虐的な快感を覚えた。敏感な場所の近くを軽く打たれ、その後に指で花園を責められるのは、地獄と天国を行き来するような不思議な体験だった。

　それは、でも……道徳的にいけないことのように思えた。だって、あんな風に誰かを拘束して鞭打つなんて犯罪だし。

「好きじゃないです！」

「……嘘だな。顔が真っ赤だぞ」

　私はテーブルの傍らの壁にある大きな鏡を見た。

　そこには、頬を赤らめながら彼の屹立を物欲しそうに待つ私が映っている。ドレスの裾を自分でめくり上げて、白く豊かな尻を突き出して……そんな自分の浅ましさに、頭がクラクラした。

「嘘をつく女には、罰が必要だな」

　そう言って、彼は私の右の尻を平手で打った。パシンという高い音と同時に、ヒリヒリとした痛みが走る。

「う、ぅん……！」

「痛むか？」

　衝撃を与えられた皮膚を、彼の大きな掌がゆっくりと撫で回した。

「あぁ、ん……大丈夫、です」

「そうか。じゃあ姉上に体を触れさせた罰で、もう一度だな」

　彼は厳かに言うと、もう一方の左の尻をさっきと同じように打ちつけた。もちろん、かなり加減して打たれていると思う。だから、そこまで酷い痛みはなかった。

　きっと、私の反応を楽しんでいるのだろう……彼の手によって、何度か尻に罰を与えられた。

「あ、ん……っ！」

　痛みを与えられているのに、肉体は苦痛を感じない。

　むしろ、彼に構われていることに喜びさえも覚えてしまっている。

「……見ろ。さっきまで、雪のように白かった肌がピンク色になっている」

　鏡を再び見ると、白かった皮膚に赤みが差しているのがわかった。

　疼くような痛みが残る両方の尻を、さっきと同じように彼は優しくまさぐった。鏡の中の私は彼の意のままになって、もっと叩いてほしいとねだるような表情をしていた。

　再び打たれるかと思ったら、今度はご褒美のように、濡れた花園に雄芯を擦りつけられた。

「あ、ああ、んぅ……」

　その熱くて硬い感触に、私は思わず腰を自分からこすりつけていた。

「淫らなものだな。これが、修道院にいたあの清い乙女だとは思えない……」

　独り言のような呟きに、耳を疑った。

　自分の素性は、そこまで詳しく話していない。身の上話をしたものの、父親の病気のことが中心で、多くは語らなかったはずだ。

「なぜ、私が修道院にいたことを……？」

「それは、な……」

　と、彼は花襞にゆっくりと身を沈めながら話し始めた。

「はぁ……、あっ、んっ！」

　再び逞しい雄に内側を突かれると、テーブルの端を掴んだ手に力が入る。

　太い屹立を埋め、何度か慣れさせるように動かしてきた。円を描くように私の奥の入口をこね回す。

「あぅっ……！」

「……お前と、前に会ったことがあるからだ」

「え、えっ……!?」

　彼の話は、あまりに唐突だった。だって、私たちはこの城で初めて出会ったはず……。

　そんな私の動揺を感じ取ったのか、彼はこれ以上ないほど奥まった場所で動きを止めた。

「隣国との戦いから領土に戻ったときだ。怪我をしていた同僚を、お前は看病してくれた」

　そう言われて、心の片隅に封じていた記憶が蘇った。










　――彼と会う機会があったとすれば、治療院だろう。

　以前、義勇軍の兵士が数名来たことがあった。傷ついた仲間を運んだ付き添いの兵士の一人が、アルフォンス様だった……のかもしれない。

　私があまり覚えていないのには、理由があった。

　若い男性の顔をジロジロ見るのは、不作法だと教えられている。私もなるべく顔を伏せて黙々とシスターの治療を手伝っていた。

　まだ修道院に来て一年目くらいだったし、汗や血の匂いをさせる男性たちの視線は少し怖かったというのもある。

　だから、どんなに美しい男性が目の前にいたとしても、そのときは気づかなかったんだろう。

　ただ、視線はずっと感じていてどことなく居心地が悪かった思い出があった――。










「あのときの……」

「そうだ。お前は、こっちを見もしなかったが……俺はお前の姿に、目が釘づけだった。それまで色々な国や地方に行ったが、こんな見事な金髪碧眼は後にも先にもお前しかいなかったから」

　そう言われて、胸が疼いた。

　あのとき、自分を見てくれた兵士が、ナヴァラ王国の王族になっていたなんて。そして、その人にこうして求められて、体の奥深い場所でつながり合っているなんて……！

「いつか公務が落ち着いたら、お前を探そうと思っていた……お前ほどに印象に残る女とは出会えなかったから。なのに、城に現れたお前は、いきなり俺の命を狙ってくるし！」

「あぁ……っ、はぁ……」

　そのときの苛立ちを表すように、彼は奥深い場所で小刻みに蠢いて私を揺さぶった。

「ブロア侯爵と親密そうだし、果ては姉上ともねんごろになって……いったい、なんなんだ！」

　語勢に伴って雄芯はより私の中で大きくなり、律動もさらに激しくなる。

　静かな部屋に、尻に腰を打ちつける音と私の喘ぎがこだました。

「あっ、はぁ、ああっ、いやぁんっ！」

「こんなに、こんなに愛してるのに……ひどい、じゃないかっ！」

「あぁ、私も……っ」

　喘ぎながら、私は後ろを振り向いた。

　今までで一番、彼のことを愛しく感じたから彼の顔を見たかった。できればキスを求めたかったが、この体勢のままではむずかしい。

　私の首筋や揺れる胸元を撫で回しながら、彼は私を苛んでいく。

　激しく突き上げられ揺さぶられ、喘ぎが甘く掠れていった。

「あ、あ……っ、もう、わたし……！」

　肉体の最奥を突かれ、ゴリゴリとこね回されると、再び昇りつめる予兆があった。

「ローラ、愛してる……っ！」

　優しく頬を撫でられ、愛の言葉を囁かれる。

　そんな極上の媚薬が与えられた瞬間、私の肉体も心も一気に陥落した。

「アル……ッ！」

　彼の名を呼ぶと、全身が甘く痺れ、小刻みに震えた。ほぼ同時に達した彼の熱い迸りを、最も奥深い場所で受け止めた。

　私は身悶えしながら、絶頂を追う彼の蠢きを感じていた。ゆっくりと動きを止めた彼は、つながり合ったままで私を背中から抱きしめる。

「もう、俺から逃げるなんて許さないからな……」

　そう、耳元で囁いてくる。

　……どうやったら、彼から逃れられるというんだろう？　魅力的な相手に愛されて、こんなにも激しく求められて。

　一度は、彼と知り合うチャンスを逃した私。それが色々な試練を乗り越えて、こんな関係になっているのは、きっと神様が与えてくれた奇跡だと思う。

　だから、もう私は逃げない。彼にすべてを委ねる覚悟が決まった。自分の人生も、これからの生き方も……こんな私が、もしほんの少しでも彼の役に立つのなら。

「もう、逃げないから……ずっと、アルの隣にいさせて……」

「本当か？　後悔するなよ！」

　私の答えに、彼の男性自身はすぐに勢いを取り戻した。

　明るい陽射しが降り注ぐ窓辺で、私たちは再び情熱の炎に包み込まれた――。

















エピローグ












　――その二週間後、アルフォンスと私は辺境地域にいた。

　表向きは、国境線を守る第七騎士団の視察だ。公務として数年に一度は訪れることになっているが、現在はレブール大公国との関係が落ち着いているのもあって、けっして急務というわけではなかった。

　それをわざわざ調整してくれたのは、私のためだ。他の王族たちに不審を抱かせることなく、父と私が会えるように計らってくれた。

　先日、父が療養していたメディエ伯爵の別邸に向かうと、父は今朝から任務に復帰したという。その足で赴いた駐屯地には、隊員たちの訓練を見守る父の姿があった。

「お父さん！」

　仕事中というのも忘れて、私は父の背中に呼びかける。

「……ローラか！　見違えたぞ！　すっかりきれいになって……！」

　父はすぐに駆け寄ってきて、満面の笑顔で私をギュッと抱きしめてくれた。

　最近まで病気をしていたとは思えぬ様子だ。まるで二十年前に戻ったかのように肌に色艶が戻り、目にも生気が蘇っている。

　それを間近で確認できて、うれしくなった。

「良かった！　お父さん……！」

「心配かけたな……先生に聞いたが、お父さんのせいで苦労かけてしまったな」

　傍らでその様子を見守っていたアルは、優しい微笑みを浮かべていた。

　それに気づいた父は、彼の前で膝を折った。

「王太子殿下……娘に会う機会を作っていただいてありがとうございました！　しかも、病気の私のために従者殿が付き添って、薬の世話まで……」

「お元気になられたようで、何よりです」

「娘は、私にとっての宝です。ぜひ、大切にしてやってください」

　その言葉に、アルフォンスはゆっくりと頷いた。

「そのことですが……できれば、もう一度、結婚式をしたいと思うのです」

「え……式を？」

「先日の式は、急ぎすぎてしまいました。できれば、ローラの父であるレヴェック隊長にも私と彼女の誓いを見守ってもらいたいのです」

「も、もちろんです！　娘の花嫁姿を見るのは夢でした！　ありがとうございます！」

　私は二人のやり取りを唖然として聞いていた。

　式で着用したドレスはブロア侯爵の母上のもの。だから、式が終わった後で侯爵家に返しているはずだ。

（お父さんをがっかりさせてしまうわ……）

　二人にそのことを告げようとした私の肩を、後ろから誰かが叩いた。

　振り向くと、そこにはいたずらっ子のように笑うヴァレスの姿があった。

「妃殿下、ご心配なさらず！　花嫁衣装は、ブロア侯爵家から譲り受けて、今は私の宿にございます。装飾品についてもすべてそろっておりますよ」

「えっ……」

　ヴァレスが王都を出発してから、もう半月ほどは経っている。ということは、彼は二度目の結婚式をすることを知っていたってこと……？

「薬を煎じているときに、王子は『ローラとお父上のために、もう一回式をやりたい』って口癖のように漏らしていましたからね。そのためには、あなたのためのドレスが必要でしょう？」

「ヴァレス……余計なことを！」

　アルフォンスが慌てる顔を見て、私は思わず笑ってしまった。










　――二度目の結婚式は、駐屯地の近くにある教会で行われた。

　父はもちろんのこと、父の部下たちや、モリディール先生、そしてヴァレスや数人の衛兵たちで、小さな空間は埋め尽くされた。

　神父様に促されて、アルフォンスと私が誓いのキスを済ませると、温かい拍手が聞こえる。

「……おめでとう！」

「王太子殿下、妃殿下、おめでとうございます！」

「これからもお幸せに！」

　体格のいい青年たちの祝福は、なんだかこそばゆい気がした。

　アルフォンスの腕に掴まりながら歩く私の頭上に、色とりどりの花びらのシャワーが降り注ぐ。

「ありがとう……みんな！」

　後ろを振り向くと、式に参列してくれた人々の笑顔が見える。みんなに祝福されて、父が元気で笑ってくれていて、誰よりも私を愛してくれる男性が私の横にいる。

　一回目はすべてが嘘だった結婚式だけど、今回は何の偽りもなく神の御前で誓うことができた。こんな風に、愛と祝福に溢れた結婚式をあげること――それは、少女時代からの私の夢だった。

「ありがとう、アル……」

　感激のあまり、うれし涙を流す私に彼は苦笑した。

「ローラ、こんなところで泣くなよ」

「だって……」

「可愛すぎて、寝室まで我慢できないじゃないか。まぁ、宿に着いたら襲いかかると思うから、覚悟しておけよ！」

　過激なことを耳元で囁かれて、瞬時に頬が熱くなった。

　これからも、アルフォンスから困らされ続けるだろう。私がちょっとでも他の男性に目を向けると怒ったり、その夜に恥ずかしいお仕置きをしてきたり……。

　そんな意外な一面を知るにつれて、彼のことがどんどん愛おしくなってくる。もっと、私のことを構ってほしくて堪らなくなる。

　……だから、きっと今夜は朝まで眠れない。彼がいったいどんな愛情表現をしてくれるか、どれほど激しく私を抱くのか。それを考えるだけで、下肢に甘い疼きが生まれる。

（あぁ、ここは神聖な場所なのに……私ったら、淫乱かしら？）

　そう思ったけど、きっと私たちを見守る神様も許してくれる。

　今日は、私たちにとって『契約結婚』が本当の結婚になった特別な日だから――。







（完）
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